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宮
廷
御
用
の
幕
末

福
田
道
宏

は
じ
め
に

　

言
う
ま
で
も
な
く
幕
末
と
は
政
治
史
上
の
徳
川
政
権
末
期
を
指
す
用
語
で
あ
る
。
こ
の
幕

末
を
最
後
に
近
世
は
終
わ
り
、
近
代
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
区

分
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
時
代
は
、
政
体
が
変
わ
る
時
の
よ
う
に
、
或
る
一
日
、
或
る
一

年
を
境
に
突
如
と
し
て
変
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。
前
の
時
代
を
生
き
て
い
た
人
々
は
、
次

の
時
代
に
も
生
き
て
お
り
、
非
連
続
性
よ
り
も
強
い
連
続
性
が
あ
る
。
と
は
言
え
、
美
術
史

上
の
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
も
、
政
治
史
に
劣
ら
ず
、
大
き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。
近
世

ま
で
美
術
を
支
え
て
い
た
権
威
や
諸
制
度
が
消
滅
し
た
り
、
衰
え
た
り
す
る
な
か
、
廃
業
し

た
り
転
業
し
た
り
し
た
者
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え

て
、
形
態
を
変
え
な
が
ら
近
代
美
術
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
者
も
い
る
。
本
稿
で

は
、
こ
の
転
換
点
に
着
目
し
、
宮
廷
に
お
け
る
絵
師
の
御
用
を
、
幕
末
に
絞
っ
て
見
て
ゆ

く
。

　

ま
ず
、
は
じ
め
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
幕
末
が
徳
川
政
権
の
瓦
解
に
い
た
る
近
世
末
期

で
あ
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
具
体
的
に
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
を
指
す
の
か
。
林
屋
辰
三
郎

「
幕
末
期
の
文
化
的
指
標
」
で
は
「
日
本
歴
史
の
時
代
区
分
の
な
か
に
は
、
と
く
に
幕
末
と

い
う
一
定
の
時
代
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
幕
末
と
い
え
ば
、
ふ
つ
う
江
戸
幕
府
末

期
と
い
う
意
味
に
う
け
と
り
、
明
治
維
新
と
引
き
つ
づ
い
て
、
幕
末
維
新
期
な
ど
と
呼
ぶ
。

こ
れ
は
江
戸
幕
府
が
武
家
に
よ
る
幕
府
政
治
の
最
後
で
あ
っ
た
の
で
、
幕
末
と
い
う
な
か

に
、
江
戸
幕
府
だ
け
で
な
く
武
家
幕
府
の
終
末
と
い
う
意
味
も
ふ
く
み
こ
め
て
、
封
建
社
会

か
ら
近
代
へ
の
一
大
変
革
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
た
う
え
で
、

時
代
区
分
し
て
「
一
口
に
幕
末
期
と
い
っ
て
も
、
そ
の
範
囲
に
は
広
狭
が
あ
る
。﹇
中
略
﹈

幕
末
の
第
一
の
時
期
は
天
保
の
改
革
を
中
心
と
し
て
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
か
ら
、
嘉
永

四
年
（
一
八
五
一
）
ま
で
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
（1）
。
こ
れ
を
収
め
る
『
幕
末
文

化
の
研
究
』
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
共
同
研
究
報
告
書
で
あ
り
、
こ
れ
に
先
立

つ
『
化
政
期
の
文
化
』
の
あ
と
を
承
け
て
の
も
の
だ
っ
た
た
め
天
保
を
起
点
に
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

子
母
澤
寬
は
「
幕
末
研
究
」（2）
で
「
私
は
歴
史
家
で
は
な
い
か
ら
、
別
に
は
っ
き
り
し
た
根

拠
が
あ
っ
て
い
う
ん
じ
ゃ
ア
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
、
幕
末
、
自
分
の
肌
に
合
う
程
度
に
お

い
て
幕
末
と
見
て
い
る
の
は
、
文
久
以
降
と
自
分
勝
手
に
定
め
て
か
か
っ
て
い
る
ん
で
す
」

と
い
う
が
、
そ
の
直
前
に
「
大
抵
は
嘉
永
六
年
六
月
の
ペ
ル
リ
来
航
か
ら
論
じ
ま
す
」
と
も

記
し
て
い
て
、「
学
者
に
よ
っ
て
は
も
っ
と
も
っ
と
、
十
年
も
二
十
年
も
前
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
論
じ
て
い
る
人
も
あ
」
り
、
諸
説
あ
る
、
と
延
べ
る
。
そ
し
て
、
自
分
が
ペ
リ
ー
来
航
で

は
な
く
文
久
か
ら
と
す
る
理
由
を
「
ペ
ル
リ
が
や
っ
て
来
て
、
使
者
に
立
っ
た
幕
府
の
役
人

が
泡
を
く
っ
て
馬
の
尻
の
方
へ
向
い
て
乗
っ
た
な
ん
て
時
代
は
、
ま
だ
幕
府
崩
壊
、
即
ち
幕

末
時
代
の
ほ
ん
の
第
一
歩
で
、
い
わ
ば
内
訌
時
代
で
す
ね
」、「
そ
こ
へ
行
く
と
、
も
う
文
久

と
な
る
と
、
江
戸
も
京
都
も
大
変
な
も
ん
で
、
面
白
い
こ
と
が
、
続
々
と
し
て
発
生
し
ま
し

た
ね
」
と
書
く
。
子
母
澤
の
題
材
と
す
る
よ
う
な
「
面
白
い
こ
と
」
が
起
こ
る
時
代
に
限
る

と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
や
は
り
、
一
般
的
に
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
米
国
艦

隊
の
来
航
前
後
を
起
点
と
す
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
半
藤
一
利
の
、
そ
の
名

も
『
幕
末
史
』（3）
は
、
講
座
で
「
お
し
ゃ
べ
り
し
た
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
」
で
そ
の
第
一

回
、
つ
ま
り
第
一
章
は
「
幕
末
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
」
と
題
さ
れ
、
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
語
り

起
こ
す
。

　

歴
史
学
で
は
、
山
川
出
版
社
の
『
日
本
通
史
』
三
巻
の
う
ち
第
二
巻
、
水
林
彪
『
日
本
通

史
Ⅱ
近
世　

封
建
制
の
再
編
と
日
本
的
社
会
の
確
立
』（4）
は
、
巻
頭
「
本
巻
の
は
じ
め
に
」

で
、
戦
国
時
代
に
始
ま
る
近
世
史
を
四
期
に
分
け
、
そ
の
第
三
期
を
「
十
七
世
紀
後
期
か
ら

幕
末
維
新
変
革
直
前
ま
で
の
幕
藩
体
制
の
確
立
と
展
開
の
時
代
」、
第
四
期
を
「
幕
末
維

新
・
明
治
初
年
の
幕
藩
体
制
の
崩
壊
と
近
代
天
皇
制
国
家
の
形
成
の
時
代
」
と
し
、
当
該
巻

で
は
「
第
三
期
ま
で
と
し
、
幕
末
維
新
期
の
叙
述
は
、
第
三
巻
の
近
現
代
編
に
ゆ
ず
る
」
と

断
る
。
同
第
三
巻
、
宮
地
正
人
『
日
本
通
史
Ⅲ
近
現
代　

国
際
政
治
下
の
近
代
日
本
』（5）
の
巻

頭
「
本
巻
の
は
じ
め
に
」
で
は
、「
本
巻
は
、
幕
末
ペ
リ
ー
来
航
と
日
本
の
開
国
か
ら
、

一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
日
本
の
幕
末
・
近
現
代
史
の
歴
史
過
程
を
対
象
に
」
す
る
と
記
し
、

そ
の
第
一
章
第
一
節
は
「
開
国
前
夜
」、
続
く
第
二
節
は
「
和
親
条
約
と
幕
政
改
革
」
と
題

さ
れ
て
い
る
。

　
『
新
体
系
日
本
史
1
国
家
史
』
は
、
時
代
区
分
と
し
て
古
代
、
中
世
、
近
世
、
近
代
・
現

代
の
四
つ
に
分
け
、
そ
の
第
四
部
「
近
代
・
現
代
の
国
家
」
の
第
一
章
「
太
政
官
体
制
」
の

第
一
節
は
「
ア
ヘ
ン
戦
争
と
和
親
条
約
」
で
あ
る
。
こ
の
章
を
執
筆
し
た
宮
地
正
人
は
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「
序
」
に
お
い
て
、「
筆
者
は
本
巻
で
幕
末
維
新
期
の
執
筆
を
担
当
」
し
た
と
述
べ
て
お
り
、

近
代
の
始
ま
り
「
幕
末
維
新
期
」
の
起
点
は
、
こ
こ
で
も
開
国
前
後
に
あ
る
（6）
。

　

さ
て
、
本
稿
で
の
範
囲
だ
が
、
嘉
永
末
年
か
ら
慶
応
年
間
ま
で
の
時
期
を
指
す
も
の
と
す

る
。
一
般
の
理
解
に
も
近
い
も
の
だ
が
、
美
術
史
の
場
合
、
こ
の
時
期
に
政
治
史
の
よ
う
に

何
か
大
き
な
事
件
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
よ
り
大
き
な
変
化
は
慶

応
年
間
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
起
こ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
絵
描
き
た
ち
、
特
に
本
稿

で
扱
う
よ
う
な
近
世
宮
廷
の
御
用
絵
師
た
ち
が
存
立
の
基
盤
と
し
て
い
た
制
度
が
瓦
解
す
る

の
は
徳
川
政
権
の
瓦
解
と
、
そ
の
後
の
秩
禄
処
分
、
そ
し
て
東
京
奠
都
に
お
い
て
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
変
革
に
対
応
し
た
、
或
い
は
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
宮
廷
の
御

用
絵
師
た
ち
、
宮
廷
の
御
用
絵
師
で
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
絵
描
き
た
ち
の
状
況
を
紹
介
し

た
い
。

　

次
に
、「
宮
廷
御
用
」
で
あ
る
が
、
宮
廷
の
御
用
絵
師
た
ち
の
御
用
を
指
す
。
こ
れ
に
は

大
小
さ
ま
ざ
ま
あ
る
だ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
宮
廷
御
用
の
最
大
規
模
の
も
の
は
、
御

所
の
造
営
に
伴
う
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
本
稿
で
扱
う
宮
廷
御
用
を
勤
め
る
絵
師
に

と
っ
て
最
大
規
模
の
御
用
は
、
安
政
度
禁
裏
御
所
造
営
で
あ
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）

四
月
六
日
、
京
都
は
天
明
の
大
火
以
来
の
火
災
に
見
舞
わ
れ
、
禁
裏
を
は
じ
め
と
す
る
御
所

も
炎
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
十
一
月
二
十
七
日
に
は
改
元
さ
れ
て
、
安
政
と
な
る
。

現
在
の
京
都
御
所
は
こ
の
罹
災
後
の
、
い
わ
ゆ
る
安
政
度
造
営
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一

方
、
宮
廷
御
用
の
規
模
と
し
て
小
さ
な
も
の
は
、「
常
式
御
用
」
と
も
呼
ば
れ
た
決
ま
っ
た

期
日
に
、
決
ま
っ
た
絵
師
が
絵
を
納
め
る
も
の
や
、
大
規
模
な
御
用
で
描
か
れ
た
障
屏
画
な

ど
の
繕
い
、
つ
ま
り
修
繕
、
そ
れ
に
、
宮
廷
構
成
員
か
ら
の
半
ば
私
的
な
も
の
も
含
む
絵
の

依
頼
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
宮
廷
画
壇
と
い
う
視
角
か
ら
、
彼
ら
御
用
絵
師

た
ち
の
営
み
を
、
巨
視
的
な
視
点
か
ら
俯
瞰
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
公
的
な
御

用
、
原
則
と
し
て
多
数
の
絵
師
が
参
加
し
た
御
用
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
が
扱
う
幕
末
の
範
囲
を
嘉
永
末
年
か
ら
と
す
る
の
に
は
、
ほ
か
に
も
理
由
が

あ
る
。
こ
の
時
期
に
活
躍
し
た
絵
描
き
た
ち
は
、
生
年
の
明
ら
か
な
限
り
に
お
い
て
最
も
年

長
な
岸
岱
が
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
生
ま
れ
で
あ
る
の
を
は
じ
め
、
安
政
度
に
先
立
つ
寛

政
度
に
は
参
加
し
得
な
い
世
代
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
寛
政
度
に
最
年
少
、
童
形
で
参
加
し

た
の
は
、
土
佐
光
孚
（
虎
若
丸
、
一
七
八
〇
〜
一
八
五
二
）
と
勝
山
琢
道
（
図
書
、
一
七
七
八
〜

一
八
四
四
）
で
、
異
例
の
幼
年
で
の
仰
せ
付
け
を
除
く
と
、
活
躍
期
に
あ
っ
た
絵
師
は
当
然

さ
ら
に
年
長
で
、
い
ず
れ
も
嘉
永
年
間
こ
ろ
ま
で
に
は
ほ
ぼ
没
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

宮
廷
の
御
用
絵
師
に
と
っ
て
、
生
涯
の
間
に
、
そ
れ
も
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
に
充
分

な
年
齢
で
、
大
規
模
な
宮
廷
御
用
に
当
た
る
か
ど
う
か
に
は
、
運
・
不
運
が
あ
る
。
安
政
度

造
営
と
寛
政
度
の
そ
れ
の
間
は
六
十
六
年
間
空
い
て
お
り
、
寛
政
度
と
そ
の
前
の
宝
永
度
の

間
も
七
十
九
年
空
い
て
い
て
、
端
境
期
に
あ
っ
て
忘
れ
ら
れ
た
絵
師
は
少
な
く
な
い
。

　

本
稿
で
扱
う
絵
師
た
ち
は
、
寛
政
度
造
営
に
は
決
し
て
参
加
出
来
ず
、
幸
運
に
も
近
世
最

後
の
、
京
都
に
あ
る
御
所
と
し
て
最
後
の
、
そ
し
て
彼
ら
が
存
立
基
盤
す
る
宮
廷
社
会
で
最

後
の
安
政
度
造
営
に
は
参
加
出
来
た
絵
師
た
ち
、
そ
れ
に
続
く
世
代
で
万
延
か
ら
慶
応
年
間

の
比
較
的
規
模
の
大
き
な
御
用
に
参
加
出
来
た
絵
師
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
が
幕
末
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
た
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
具
体
的
に
は
、
安
政
度
禁
裏
御
所
造
営
へ
の
絵
師
の
出
願

と
、
採
用
の
状
況
を
概
観
し
た
う
え
で
、
そ
れ
と
併
行
し
て
進
め
ら
れ
た
新
調
御
道
具
御

用
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
和
宮
の
関
東
へ
の
縁
組
に
際
し
て
の
御
絵
御
用
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
将
軍
家
茂
上
洛
の
際
の
新
調
屏
風
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
明
治
天
皇
即
位
の

た
め
の
道
具
新
調
、
同
年
夏
の
准
后
夙
子
（
孝
明
天
皇
女
御
、
の
ち
の
英
章
皇
太
后
）
の
御
殿
の

た
め
の
御
用
を
採
り
あ
げ
る
。
こ
の
十
余
年
間
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
顔
ぶ
れ
が
、
ど
の

よ
う
な
御
用
に
携
わ
っ
た
の
か
を
文
献
史
料
を
も
と
に
検
証
す
る
。
こ
こ
に
現
れ
る
絵
師
た

ち
の
な
か
に
は
、
の
ち
に
京
都
府
画
学
校
に
出
仕
す
る
者
、
近
代
京
都
画
壇
の
第
一
世
代
と

な
る
者
が
含
ま
れ
て
お
り
、
幕
末
の
宮
廷
画
壇
の
世
代
交
代
の
様
相
も
見
え
、
近
世
か
ら
近

代
へ
の
移
行
期
の
絵
描
き
の
営
み
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
は
ず
で
あ
る
。

一
、
安
政
度
禁
裏
御
所
造
営
に
お
け
る
絵
師
の
選
抜

　

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
四
月
六
日
の
火
災
で
寛
政
度
造
営
内
裏
は
焼
失
、
孝
明
天
皇
は

聖
護
院
に
行
幸
、
続
い
て
桂
宮
邸
に
遷
幸
し
仮
内
裏
と
し
た
。
同
月
二
十
一
日
、
中
山
大
納

言
（
忠
能
）・
大
原
三
位
（
重
徳
）・
裏
松
前
右
大
弁
（
恭
光
）
を
は
じ
め
、
新
造
内
裏
御
用
掛

が
任
命
さ
れ
（7）
、
以
後
、
再
建
が
本
格
化
す
る
。

　

こ
の
安
政
度
禁
裏
御
所
造
営
の
過
程
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
そ
こ
で
の

絵
師
の
選
抜
、
障
壁
画
制
作
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
も
、
比
較
的
近
年
の
も
の
と
し

て
脇
坂
淳
『
京
狩
野
の
研
究
』
や
、
森
岩
恒
明
『
江
戸
幕
府
御
用
絵
師
住
吉
家
の
研
究
』
な

ど
が
詳
し
い
。
特
に
後
者
で
は
絵
師
の
選
抜
過
程
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
、
後
述
す
る
「
手
見

せ
絵
」
に
よ
る
実
技
審
査
と
、
御
用
履
歴
・
家
筋
・
身
元
の
取
り
調
べ
と
が
あ
っ
た
こ
と
、

福
井
徳
元
・
篠
原
友
太
郎
の
身
元
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
、
絵
師
の
身
分
と
序
列
に
基
づ
き
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伝
達
や
願
い
出
の
経
路
に
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
第
二
節
以
降
で
扱
う
宮
廷
御
用
と
の
対
比
の
た
め
、
行
論
上
、
右
記
の
問
題
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
（8）
。

　
『
御
造
営
画
工
願
書
留
』（9）
に
よ
れ
ば
、
五
月
に
入
っ
て
修
理
職
に
は
絵
師
か
ら
の
願
書
が

届
き
始
め
る
。
宛
名
は
い
ず
れ
も
さ
き
の
中
山
・
大
原
・
裏
松
の
雑
掌
宛
て
。
五
月
中
に

十
一
通
、
以
後
、
六
月
に
は
六
十
七
通
、
七
月
に
四
十
通
、
閏
七
月
に
四
通
、
八
月
に
四

通
、
九
月
に
四
通
、
改
元
後
の
十
二
月
に
も
三
通
、
さ
ら
に
明
け
て
安
政
二
年
正
月
か
ら
四

月
に
か
け
て
も
十
一
通
、
合
計
百
四
十
通
余
り
の
願
書
に
、
単
純
に
差
出
人
の
数
を
数
え
る

と
、
連
名
で
差
し
出
さ
れ
た
者
も
含
め
、
延
べ
百
六
十
人
以
上
の
名
が
あ
る
。
た
だ
し
、
複

数
回
提
出
し
て
い
る
者
、
弟
子
や
息
子
へ
の
仰
せ
付
け
を
願
う
願
書
な
ど
も
あ
り
、
こ
こ
に

現
わ
れ
る
実
数
は
百
四
十
八
名
と
な
る
。
当
然
、
こ
れ
が
す
べ
て
採
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
最
終
的
な
採
用
者
数
は
九
十
六
名
で
あ
る
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
画
所
預
土
佐

家
の
絵
師
を
は
じ
め
、
こ
こ
に
願
書
の
載
ら
な
い
ま
ま
採
用
さ
れ
た
絵
師
も
い
る
。

　

絵
師
た
ち
の
提
出
し
た
願
書
は
、
ほ
と
ん
ど
決
ま
り
き
っ
た
文
言
で
、
情
報
量
も
多
く
は

な
い
。
た
と
え
ば
、『
御
造
営
画
工
願
書
留
』
の
冒
頭
、
最
も
早
く
提
出
さ
れ
た
泉
春
園
の

願
書
を
見
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　

乍
恐
奉
願
上
口
上
覚

　
　

一
、
今
般

　
　
　
　

御
所
・

　
　
　
　

准
后
御
殿
等

　
　
　
　

御
造
営
被
為　

在
候
御
沙
汰
奉
承
知
候
、
依
之

　
　
　
　

 

御
殿
御
絵
御
用
被
為　

仰
付
被
下
候
様
、
乍
恐
奉
願
上
候
、
何
卒
以
御
憐
愍
之
御

沙
汰
、
願
之
通
御
用
奉
蒙
候
者
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
之
趣
偏
宜
御
沙

汰
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
七
寅
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
春
園　

印

　
　
　
　

中
山
大
納
言
様
御
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
雑
掌
中

　
　
　
　

大
原
三
位
様
御
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
雑
掌
中

　
　
　
　

裏
松
前
右
大
弁
様
御
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
雑
掌
中

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
記
さ
れ
る
内
容
は
、
今
度
、
造
営
が
あ
る
と
承
っ
た
の
で
、
な
に

と
ぞ
「
御
憐
慇
」
の
御
沙
汰
を
以
っ
て
、
御
用
を
仰
せ
付
け
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

修
理
職
で
は
以
後
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
来
る
願
書
を
書
き
留
め
る
な
か
で
、
途
中
か
ら
宛
所
を

略
し
、
ま
た
、
本
文
も
ほ
ぼ
同
文
の
場
合
に
は
何
月
何
日
付
の
誰
と
同
じ
と
書
い
て
略
し
た

り
も
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
こ
れ
以
前
に
絵
師
の
側
に
は
願
書
の
定
型
が
出
来
上

が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
寛
政
度
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
ま
っ
た
く
定
型
に
沿
わ
な
い
も
の

は
ご
く
少
な
く
、
定
型
に
自
身
や
先
祖
、
師
の
御
用
履
歴
、
由
緒
な
ど
の
文
言
を
書
き
加
え

た
も
の
が
あ
る
。
な
お
、『
御
造
営
画
工
願
書
留
』
に
採
録
さ
れ
な
い
願
書
が
『
御
造
営
御

用
掛
日
記
』（10）
に
現
れ
る
。

　
　

六
月

　
　

二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
後
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近
将
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乍
恐
奉
願
上
候
口
上
書

　
　
　
　

一
、
今
般　

御
造
営
被
為
在
候
御
沙
汰
奉
承
知
候
、
依
之
乍
恐
御

　
　
　
　
　
　

 

殿
御
間
内
并
新
調
御
道
具
等
御
絵
御
用
被
為　

仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上

候
、
尤
従
古
来
代
々
御
常
式
御
臨
時
共
御
用
蒙　

仰
、
唯
今
ニ
至
不
相
変
調

進
仕
来
冥
加
ニ
相
叶
深
難
有
仕
合
奉
存
候
、
且
御
先
例　

御
造
営
之
節
、
右

御
両
様
共
御
絵
御
用
先
代
之
新
調
御
道
具
等
御
絵
御
用
被
為　

仰
付
候
儀
ニ

付
、
何
卒
依
旧
例
此
度
も
格
別
之　

御
憐
愍
を
以
右
願
之
通
相
応
之
御
用
被

為
仰
付
下
置
候
ハ
ヽ
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合
可
奉
存
候
、
此
段
宜
御
沙
汰
被

成
下
候
様
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
七
寅
年
五
月　
　
　
　
　
　
　
　

重　
　

数
馬　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重　
　

民
部　

印

　
　
　
　
　
　
　

御
用
掛
り

　
　
　
　
　
　
　
　

執
次
中
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と
あ
り
、
続
け
て
林
蘭
雅
、
中
川
主
計
、
三
谷
逸
記
の
三
名
の
願
書
を
写
す
。
そ
し
て
、
こ

の
記
事
の
末
尾
に
、

　
　

 

右
願
書
、
天
明
度
之
振
合
を
以
御
道
具
御
用
掛
石
見
守
豊
後
守
立
会
伝
奏
衆
御
面
会
差

出
両
卿
御
落
手
之
事
、

と
記
す
。
御
造
営
御
用
掛
を
勤
め
る
土
山
右
近
将
監
（
武
宗
、
近
衛
府
官
人
・
禁
裏
執
次
）、
虫

鹿
豊
後
守
（
秀
興
、
左
大
史
）
の
許
に
重
数
馬
・
民
部
と
、
林
蘭
雅
、
中
川
主
計
、
三
谷
逸
記

か
ら
の
四
通
五
人
の
願
書
が
届
い
た
。「
天
明
度
之
振
合
を
以
」
っ
て
と
は
、
彼
ら
が
御
内

の
輩
で
願
い
出
の
経
路
が
ほ
か
の
一
般
の
絵
師
た
ち
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
す
。
五

人
は
い
ず
れ
も
安
政
度
造
営
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、『
御
造
営
画
工
願
書
留
』
に

願
書
が
採
録
さ
れ
ず
、
願
い
出
も
審
査
も
別
経
路
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、
寛
政
度
造
営
に
際
し
て
は
、
厳
密
な
身
元
糺
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
席
画
に
よ
る
実

技
審
査
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（11）
。
安
政
度
で
も
、
採
用
者
は
出
願
者
の
三
分

の
二
に
絞
ら
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
審
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
で
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

　

安
政
度
に
お
い
て
も
、『
御
造
営
御
用
掛
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
作
品
に
よ
る
実
技
審
査
が

行
わ
れ
、
身
元
調
査
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
嘉
永
七
年
六
月
十
四
日
条
に
、

　
　

一
、 

此
度　

御
造
営
御
絵
御
用
相
願
候
画
師
共
名
前
書
被
出
、
初
参
或
者
邂
逅
相
勤
候

輩
手
見
セ
絵
各
々
壹
枚
宛
唐
紙
半
切
ゟ
広
キ
方
彩
色
ニ
相
認
可
差
出
、
但
し
絹 

地
者
可
為
勝
手
旨
奉
行
衆
被
命
、
土
佐
・
鶴
沢
へ
申
渡
、

と
あ
る
。
土
山
・
虫
鹿
は
、「
御
造
営
御
絵
御
用
相
願
候
画
師
共
名
前
書
」
に
載
る
絵
師
つ

い
て
、
初
め
て
、
或
い
は
た
ま
た
ま
思
い
が
け
ず
勤
め
た
こ
と
が
あ
る
輩
は
、「
手
見
セ
絵
」

各
々
一
枚
ず
つ
唐
紙
で
半
切
以
上
の
大
き
さ
、
彩
色
で
認
め
て
差
出
す
よ
う
に
、
な
お
、
絹

地
で
も
よ
い
旨
、
奉
行
衆
か
ら
命
じ
ら
れ
、
土
佐
・
鶴
沢
へ
申
渡
し
た
。
寛
政
度
造
営
で
は

土
佐
家
・
鶴
沢
家
に
呼
び
出
し
て
の
席
画
の
審
査
だ
っ
た
が
、
多
人
数
の
た
め
、
各
自
描
い

た
も
の
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
同
月
二
十
日
に
は
、

 
 

泉　
　

春
園
ヽ 

 

横
山　

華
渓
ヽ

 
 

中
嶋　

華
陽
ヽ 

 

八
木　

奇
峰
ヽ

 

後
見
八
木
奇
峰 

呉　
　

玉
文 

 

礒
野　

華
堂
ヽ

 
 

嶋
田　

雅
喬
ヽ 

 

谷
口　

華
明
ヽ

 
 

座
田　

宮
内
少
丞
ヽ 

 

海
北　

将
監
ヽ

 
 

嶋
田　

近
江
守
ヽ 

探
龍
門
人 

狩
野　

豊
前
目
ヽ

 
 

同　
　

出
羽
介
ヽ 

 

木
村　

了
舟
ヽ

 

故
景
文
門
人 

馬
淵　

旭
山
ヽ 

 

橋
本　

龍
川
ヽ

 
 

多
村　

挙
秀
ヽ 

林
蘭
雅
門
人 

淵
田　

蘭
薫
ヽ

 
 

多
村　

秀
文
ヽ 

 

高
山　

蘭
英
ヽ

 

探
龍
門
人 

武
沢　

揚
岸
ヽ 

 

林　
　

葵
山
ヽ

 
 

狩
野　

縫
殿
之
助 

 

山
口　

正
信
ヽ

 

縫
殿
之
介
弟
子 

近
藤　

外
記 

 

村
上　

松
嶺
ヽ

 
 

間
藤　

主
税
ヽ 

 

村
上　

西
州

 
 

山
本　

紋
蔵 

 

同　
　

章
州

 
 

石
田　

悠
汀
ヽ 

 

福
井　

徳
元

 
 

原　
　

近
江
介 

 

吉
田　

元
鎮
ヽ

 

探
龍
門
人 

武
田　

貢
ヽ 

 

山
田　

竜
淵
ヽ

 

岸
連
山
門
人 

合
田　

掃
部
ヽ 

 

畑　
　

南
嶺
ヽ

 

紀
故
広
成
門
人 

大
角　

南
耕
ヽ 

土
佐
故
土
佐
守
門
人 

沢
渡　

精
齋
ヽ

 
 

岸　
　

越
前
守 

岸
越
前
守
次
男 

岸
大
路
左
近
将
曹
ヽ

 

岸
越
前
守
嫡
孫 

岸　
　

丹
波
介
ヽ 

 

勝
山　

図
書

 

岸
良
男 

岸　
　

五
郎
ヽ 

岡
本
茂
彦
門
人 

熊
谷　

直
彦

　
　
　
　

 

右
此
度　

御
造
営
御
絵
御
用
願
書
差
出
候
由
、
右
ニ
付
是
迄
御
用
不
相
勤
輩
并
邂

逅
御
用
相
勤
候
輩
、
手
見
セ
画
各
壹
枚
ツ
ヽ
唐
紙
半
切
ゟ
広
キ
方
彩
色
ニ
相
認

早
々
可
被
差
出
事
、

　
　
　
　

但
絹
地
之
義
者
可
為
勝
手
事
、

　
　

右
之
通
奉
行
衆
筑
後
ヲ
以
被
命
、
土
佐
・
鶴
沢
江
申
達
、

と
あ
り
、「
手
見
セ
絵
」
を
差
し
出
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
絵
師
四
十
六
名
の
具
体
的
顔
ぶ

れ
が
判
明
す
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
順
番
は
『
御
造
営
画
工
願
書
留
』
の
願
書
採
録
順
と
ほ

ぼ
一
致
す
る
。
同
日
よ
り
後
に
出
願
し
た
者
が
あ
り
、「
手
見
セ
絵
」
も
追
加
で
課
さ
れ
た
。
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同
月
二
十
九
日
条
に
は
、

　
　

一
、
大
原
御
幸
之
図 

 

村
上　

松
嶺

　
　
　
　

西
湖
之
図 

土
佐
門
人 

沢
渡　

精
齋

　
　
　
　

紅
梅
ニ
鶯 

 

田
中　

正
伯

　
　
　
　

双
隺 

 

梅
戸　

在
親

　
　
　
　

四
季
花
鳥
之
図 

 

岸　
　

連
山

　
　
　
　

犬
桜
猿
之
図 

 

岸　
　

竹
堂

　
　
　
　

荒
浪
舩
之
図 

 

岸　
　

五
郎

　
　
　
　

赤
壁
之
図 

 

高
松　

圭
璘

　
　
　
　

花
卉
猫
之
図 

 

三
上　

右
近
将
曹

　
　
　
　

嵐
山
秋
景 

 

横
山　

華
渓

　
　
　
　

紅
葉
鯉 

 

谷
口　

華
明

　
　
　
　
　

以
上
、
拾
壹
枚

　
　

右
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
佐　

左
近
将
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

鶴
沢　

探
竜

　
　

 

右
之
通
土
佐
・
鶴
沢
ゟ
何
れ
も
壹
枚
ツ
ヽ
差
出
、
翌
日
名
前
書
添
奉
行
衆
へ
非
蔵
人
ヲ

以
上
ル
、

と
最
初
の
提
出
が
記
録
さ
れ
る
。
十
一
名
が
提
出
、
以
後
、「
手
見
セ
絵
」
下
命
と
提
出
の

記
事
が
断
続
的
に
続
く
。
さ
ら
に
、
土
佐
・
鶴
沢
は
、
誰
が
初
め
て
御
用
を
願
い
出
た
の
か

を
調
べ
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
翌
三
十
日
条
に
は
、
土
佐
・
鶴
沢
か
ら
四
ツ
折

に
認
め
た
五
十
四
名
の
名
前
書
が
提
出
さ
れ
た
。
二
十
日
に
「
手
見
セ
絵
」
を
命
じ
ら
れ
た

顔
ぶ
れ
と
較
べ
る
と
泉
春
園
、
横
山
華
渓
、
中
嶋
華
陽
、
海
北
将
監
、
狩
野
豊
前
目
、
木
村

了
舟
、
馬
淵
旭
山
、
橋
本
龍
川
、
淵
田
蘭
薫
、
多
村
秀
文
、
高
山
蘭
英
、
武
沢
揚
岸
、
山
口

正
信
、
近
藤
外
記
、
間
藤
主
税
、
山
本
紋
蔵
、
村
上
章
州
、
合
田
掃
部
、
畑
南
嶺
、
大
角
南

耕
、
沢
渡
精
齋
、
岸
大
路
左
近
将
曹
、
岸
丹
波
介
、
熊
谷
直
彦
の
二
十
四
名
が
重
な
る
が
、

残
る
二
十
二
名
は
初
め
て
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ

が
「
邂
逅
」
勤
め
た
こ
と
の
あ
る
者
た
ち
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
初
め
て
の
者
で
二
十
日

に
命
じ
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
三
十
名
だ
が
、
彼
ら
も
「
手
見
セ
絵
」
を
提
出
し
て
い
る
。

六
月
二
十
九
日
に
は
岸
竹
堂
、
梅
戸
在
親
、
田
中
正
伯
ら
五
名
、
七
月
一
日
沢
渡
広
孝
ら
九

名
、
同
十
日
中
島
有
章
ら
七
名
、
十
一
日
長
沢
芦
舟
、
望
月
玉
泉
ら
四
名
と
続
き
、
最
も
遅

い
勝
山
雅
楽
は
同
二
十
日
に
提
出
し
た
（12）
。
七
月
一
日
条
に
は
、

　
　

一
、 

昨
日
奉
行
衆
ゟ
御
渡
絵
師
名
前
書
之
内
御
内
之
者
初
而
御
用
相
勤
者
并
是
迄
御
用

相
勤
候
者
も
不
残
手
見
セ
絵
彩
色
ニ
而
壹
枚
ツ
ヽ
来
十
日
ニ
差
出
候
様
被
命
、
重

民
部
江
申
達
候
処
、
十
四
日
迄
御
猶
予
之
義
申
出
奉
行
衆
江
申
入
御
承
知
、

　
　
　
　

但
料
紙
者
唐
紙
絹
地
者
勝
手
ニ
差
出
候
様
申
出
是
又
申
渡
ス
、

と
あ
り
、「
御
内
之
者
」
は
初
め
て
の
者
だ
け
で
は
な
く
、
御
用
を
勤
め
た
こ
と
の
あ
る
者

も
残
ら
ず
手
見
セ
絵
が
課
さ
れ
た
。
同
日
条
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
興
味
深
い
記
事
が
あ
り
、

二
十
九
日
に
「
嵐
山
秋
景
」
の
画
題
で
「
手
見
セ
絵
」
を
提
出
の
横
山
華
渓
が
「
唐
紙
ニ
墨

絵
同
様
之
画
差
出
」
た
こ
と
は
「
余
り
相
違
心
得
方
軽
率
」
だ
と
指
摘
さ
れ
、
土
佐
光
文
か

ら
「
卒
忽
之
至
」
り
と
詫
び
を
入
れ
、
再
提
出
を
約
し
て
い
る
。
な
お
、「
手
見
セ
絵
」
は

『
造
内
裏
御
用
帳
』（13）
安
政
二
年
二
月
七
日
条
に
、

　
　

一
、 

御
造
営
ニ
付
御
絵
御
用
願
之
輩
之
内
、
是
迄
御
用
不
勤
輩
百
一
人
調
筆
画
百
一

枚
、
勘
使
篠
原
友
太
郎
調
筆
画
一
枚
、
都
合
百
二
枚
、
今
日
御
内
儀
江
上
候
事
、

と
「
調
筆
画
」
と
記
さ
れ
、
同
月
十
日
条
で
は

　
　

一
、 

画
工
出
願
之
輩
差
出
候
試
画
之
内
、
初
度
願
之
分
去
ル
七
日
入　

叡
覧
候
処
、
是

迄
御
用
謹
仕
之
向
茂
差
上
候
様
御
沙
汰
ニ
付
、
四
十
二
巻
、
則
奏
覧
候
事
、

と
「
試
画
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
初
め
て
出
願
の
た
め
実
技
審
査
を
課
さ
れ

た
の
が
百
二
名
と
判
明
し
、
さ
ら
に
は
こ
れ
が
御
内
儀
を
通
じ
、
叡
覧
に
供
さ
れ
、
そ
れ
に

加
え
て
御
用
を
勤
め
た
こ
と
の
あ
る
者
た
ち
の
「
手
見
セ
絵
」
と
合
わ
せ
て
四
十
二
巻
と
い

う
大
部
の
装
丁
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。『
造
内
裏
御
用
帳
』
六
月
五
日
条
を
見
る
と
、

　
　

一
、 
御
造
営
ニ
付
御
絵
御
用
出
願
候
得
共
、
不
被　

仰
付
分
手
見
セ
絵
五
拾
五
枚
・
願

書
等
、
今
日
、
土
佐
左
近
将
監
・
鶴
沢
探
真
等
召
設
各
相
渡
、
夫
々
本
人
江
可
差

戻
令
申
渡
、
尤
本
人
落
手
候
儀
可
申
届
、
同
令
申
渡
事
、
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と
い
う
よ
う
に
、
審
査
に
漏
れ
た
者
た
ち
は
願
書
も
「
手
見
セ
絵
」
も
返
却
さ
れ
、
そ
れ
が

五
十
五
枚
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

で
は
、
身
元
糺
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
寛
政
度
造
営
で
は
、『
禁
中
御
用
絵
師
任
用
願
』

（『
身
元
糺
』）
が
現
存
す
る
。
こ
れ
は
願
書
で
も
あ
り
、
自
身
や
先
祖
に
御
用
履
歴
の
あ
る
者

は
そ
れ
を
記
し
、
初
め
て
の
者
は
初
め
て
と
明
記
す
る
由
緒
・
身
元
の
調
書
で
も
あ
る
。
当

初
か
ら
現
在
の
よ
う
な
形
で
は
な
く
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
五
月
に
土
佐
光
貞
が
出
願

し
た
絵
師
の
御
用
履
歴
を
糺
す
よ
う
命
じ
ら
れ
て
、
六
月
十
九
日
ま
で
数
度
の
差
戻
し
と
改

定
を
経
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、
初
め
て
出
願
の
者
で
、
地
下
官
人
や

御
内
の
輩
で
も
な
く
、
僧
位
も
な
い
者
た
ち
は
父
の
職
業
を
明
記
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
な

ど
厳
密
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（14）
。
そ
こ
で
安
政
度
の
願
書
を
見
る
と
、

先
述
の
と
お
り
情
報
量
は
多
く
な
い
。
御
用
履
歴
の
申
告
も
任
意
の
よ
う
で
あ
り
、
父
の
職

業
を
記
す
者
は
い
な
い
。

　

し
か
し
、
身
元
に
つ
い
て
は
確
実
に
審
査
を
経
て
い
た
。
実
例
を
挙
げ
る
と
、
た
と
え

ば
、
福
井
徳
元
の
願
書
は
、

　
　
　
　
　

謹
奉
願
口
上
書

　
　

一
、
今
般

　
　
　
　

御
所
・
准
后
御
殿
等

　
　
　
　

御
造
営
被
為　

在
候
御
沙
汰
奉
承
知
、
依
之

　
　
　
　

 

御
絵
御
用
被
為　

仰
付
被
下
候
様
、
乍
恐
奉
願
上
度
候
、
尤
天
保
年
中
ニ
御
内
蒙

御
用
等
候
義
茂
御
座
候
ニ
付
、
甚
以
恐
入
候
得
共
、
何
卒
格
別
之
以

　
　
　
　

 

御
憐
愍
之
御
沙
汰
、
願
之
通
被
為　

仰
付
被
下
置
候
者
、
誠
以
冥
加
至
極
ニ
深
難

有
奉
畏
候
、
此
段
宜
御
沙
汰
偏
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
七
年
寅
五
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淵
顔
湖
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
徳
元　

印

　
　
　
　

中
山
大
納
言
様
御
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
雑
掌
中

　
　
　
　

大
原
三
位
様
御
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
雑
掌
中

　
　
　
　

裏
松
前
右
大
弁
様
御
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
雑
掌
中

と
あ
る
。
誰
の
弟
子
か
記
し
て
お
ら
ず
、
天
保
年
間
に
御
用
履
歴
が
あ
る
と
書
く
。
し
か

し
、『
御
造
営
御
用
掛
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
六
月
二
十
日
に
手
見
セ
絵
を
提
出
す
る
よ
う
に

命
じ
ら
れ
た
四
十
六
名
の
う
ち
に
彼
の
名
は
あ
り
、
同
じ
く
七
月
十
七
日
以
降
、
彼
の
身
元

に
関
す
る
記
事
が
現
わ
れ
る
。
同
日
条
に
は
、

　
　

一
、
福
井
徳
元
之
事
、
掛
非
蔵
人
三
人
面
会
、
委
細
申
置
、

と
あ
り
、
こ
こ
で
す
で
に
何
事
か
問
題
と
な
っ
て
、
御
用
掛
と
非
蔵
人
が
話
し
て
い
る
が
、

半
月
を
経
た
七
月
三
十
日
条
で
何
が
問
題
と
な
っ
た
か
明
ら
か
に
な
る
。

　
　

一
、
左
之
書
付
四
通
土
佐
・
鶴
沢
ゟ
差
出
、
掛
非
蔵
人
ヲ
以
奉
行
衆
江
差
出
、

　
　
　
　
﹇
略
﹈

　
　
　
　

一
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
徳
元

　
　
　
　
　
　

 

右
之
者
御
絵
御
用
願
書
差
上
候
ニ
付
先
格
之
通
夫
々
取
調
候
処
、
当
時
堺
町

夷
門
下
ル
町
ニ
借
宅
仕
居
近
江
屋
八
郎
兵
衛
与
申
候
由
、
中
年
之
比
狩
野
縫

殿
介
弟
子
ニ
相
成
、
狩
野
秀
信
与
申
候
得
共
気
合
不
申
候
故
、
福
井
徳
元
与

相
改
候
旨
申
居
候
、
然
ル
処
縫
殿
介
方
不
用
師
命
不
心
得
ニ
付
破
門
い
た 

し
候
者
之
由
承
候
、
何
分
右
様
不
都
合
之
次
第
も
有
之
候
上
兎
角
軽
率
成 

事
而
巳
申
居
候
故
、
此
度
御
用
被　

仰
付
候
節
万
一
不
都
合
之
義
御
座
候
而

者
奉
恐
入
候
間
、
此
段
申
上
置
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
佐
左
近
将
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
沢
探
竜

徳
元
は
堺
町
夷
門
下
ル
町
に
借
家
住
ま
い
を
し
て
い
る
近
江
屋
八
郎
兵
衛
と
い
う
者
で
、
か

つ
て
狩
野
縫
殿
助
、
つ
ま
り
京
狩
野
家
の
弟
子
で
狩
野
秀
信
と
名
乗
っ
て
い
た
が
、
師
と
気

が
合
わ
ず
、
福
井
徳
元
と
改
め
た
、
と
言
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
狩
野
家
で
は
、
師
の
言
う

こ
と
を
聞
か
ず
不
心
得
な
の
で
破
門
し
た
、
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
不
都
合
な
次
第
も
あ

り
、「
兎
角
軽
率
」
な
こ
と
ば
か
り
言
う
の
で
、
採
用
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
万
一
不
都
合
が

あ
っ
て
も
恐
れ
入
る
の
で
報
告
し
ま
す
、
と
土
佐
・
鶴
沢
か
ら
御
用
掛
を
通
じ
て
奉
行
衆
に

提
出
し
た
。
閏
七
月
三
日
条
に
は
、
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一
、 

福
井
徳
元
是
迄
御
用
相
勤
候
哉
、
且
一
條
殿
江
御
舘
入
も
致
居
候
哉
、
身
元
之
儀

御
用
掛
り
心
得
を
以
取
調
候
様
奉
行
衆
ゟ
申
出
、
昨
日
土
佐
江
申
入
置
候
処
左
之

通
書
付
を
以
申
出
、
一
條
殿
御
舘
入
無
之
旨
是
又
申
出
、
掛
り
非
蔵
人
ヲ
以
委
細

申
入
、

　
　
　
　
　
　

 
御
附
中
根
壱
岐
守
殿
在
役
中
御
賄
頭
青
山
太
七
郎
殿
手
続
ヲ
以
廿
ヶ
年
計
り

以
前
於
勘
使
所
三
幅
対
御
掛
物
御
絵
御
用
始
而
相
勤
候
趣
ニ
候
事
、
其
此
者

淵
顔
湖
与
申
候
名
前
之
時
之
由
同
人
申
居
候
、
余
程
巳
前
之
事
故
、
聢
与

何
々
々
御
用
与
申
儀
不
相
心
得
、
大
方
勘
使
所
ニ
者
委
敷
御
書
留
可
有
之
哉

と
相
心
得
候
、
且
身
元
之
儀
生
国
江
劦
坂
田
郡
高
津
村
百
姓
之
忰
之
由
徳
元

申
居
候
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
佐
左
近
将
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
沢
探
竜

と
の
記
事
が
あ
る
。
徳
元
は
御
用
履
歴
を
主
張
す
る
の
み
な
ら
ず
、
五
摂
家
の
ひ
と
つ
一
条

家
に
「
御
館
入
」
を
許
さ
れ
て
い
る
と
も
申
告
し
た
ら
し
い
。
奉
行
衆
の
命
で
御
用
掛
で
は

彼
の
身
元
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
が
、
一
条
家
出
入
り
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
い

う
。
ま
た
、
御
用
履
歴
に
つ
い
て
、
本
人
が
言
う
に
は
、
禁
裏
附
中
根
壱
岐
守
が
在
役
中
、

二
十
年
ば
か
り
前
に
、
賄
頭
青
山
太
七
郎
の
手
続
き
に
よ
り
勘
使
所
で
三
幅
対
の
御
用
を
初

め
て
勤
め
た
。
当
時
は
「
淵
顔
湖
」
と
名
乗
っ
て
い
た
。
た
だ
し
だ
い
ぶ
昔
の
こ
と
で
、
し

か
と
何
の
御
用
だ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
勘
使
所
に
は
詳
し
い
記
録
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
身
元
だ
が
、
生
国
は
近
江
で
、「
坂
田
郡
高
津
村
百
姓
」
の
倅
で
あ
る
、
と
い
う
。
禁
裏

附
の
中
根
壱
岐
守
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
二
月
改
の
『
京
都
武
鑑
』（15）
に
は
な
く
、
同
七

年
六
月
改
の
『
京
都
武
鑑
』（16）
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
同
九
年
正
月
改
・
四
月
改
の
各
版
（17）
に

は
載
る
が
、
七
月
改
の
『
京
都
武
鑑
』（18）
で
は
田
村
伊
勢
守
に
交
替
し
て
い
る
。
ま
た
禁
裏
賄

頭
だ
が
、
中
根
と
同
時
期
の
『
京
都
武
鑑
』
各
版
に
春
山
多
七
郎
の
名
が
見
え
る
の
が
そ
れ

だ
ろ
う
か
ら
、
徳
元
の
自
己
申
告
を
信
じ
る
な
ら
、
そ
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

後
、
徳
元
は
同
月
十
五
日
に
「
木
芙
蓉
鶴
」
の
画
題
で
「
手
見
セ
絵
」
を
提
出
、『
御
造
営

画
工
願
書
留
』
に
よ
れ
ば
、
御
三
間
西
御
縁
座
敷
の
杉
戸
に
中
彩
色
で
南
面
に
「
寿
老

人
」、
北
面
に
「
松
蔦
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
六
月
八
日
付
で
請
書

を
提
出
し
た
。
こ
の
杉
戸
絵
は
現
存
す
る
（19）
。

　

ほ
か
に
も
、『
御
造
営
御
用
掛
日
記
』
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
十
二
月
十
四
日
に
は
、

　
　

一
、 

左
之
趣
取
調
之
義
奉
行
衆
以
書
付
被
命
、
梅
戸
之
義
者
土
佐
江
申
達
為
取
調
、

夫
々
下
ケ
札
之
通
申
入
、

　
　
　
　
　
　
先
祖
・
御
絵
御
用
代
々
相
勤
来
申
候
、
且
弘
化

度
新
調
御
道
具
御
絵
御
用
、
倅
数
馬
共
相
勤
申
候
、 

重　
　

民
部

 

重　
　

数
馬

　
　
　
　
　
　
先
代
御
絵
御
用
相
勤
候
義
無
御
座
候
、
弘

化
度
新
調
御
道
具
御
絵
御
用
相
勤
申
候
、 

中
川　

主
計

　
　
　
　
　
　
先
代
由
右
衛
門
義
、
寛
政
度
造
内
裏
御
絵

御
用
相
勤
、
其
後
度
々
御
用
相
勤
申
候
、 

竹
内　

大
膳

　
　
　
　
　
　
先
代
逸
記
義
、
寛
政
度
造
内
裏
御
絵
御
用
相
勤
申
候
、

当
逸
記
義
、
弘
化
度
新
調
御
道
具
御
用
相
勤
申
候
、

 

三
谷　

逸
記

　
　
　
　
　
　
先
代
御
絵
御
用
相
勤
候
義
無
御
座
候
、

弘
化
度
新
調
御
道
具
御
用
相
勤
申
候
、 

林　
　

蘭
雅

　
　
　
　
　
　
先
代
御
絵
御
用
相
勤
候
義
無
御
座
候
、
本
人
文
化
十
四

年
度
・
弘
化
度
等
新
調
御
道
具
御
絵
御
用
相
勤
申
候
、 

梅
戸　

在
親

　
　
　
　

 

右
者
先
祖
誰
相
勤
候
、
年
号
、
此
人
之
上
へ
書
加
事
、
但
、
本
人
相
勤
候
迄
も
同

様
之
事
、

と
あ
る
。
前
出
の
御
内
の
輩
と
地
下
官
人
で
花
山
院
家
諸
大
夫
の
梅
戸
在
親
に
つ
い
て
、
本

人
と
先
祖
が
い
つ
の
何
の
御
用
を
勤
め
た
の
か
調
べ
て
、
帳
面
に
下
げ
札
を
付
け
た
ら
し

い
。『
御
造
営
画
工
願
書
留
』
で
梅
戸
在
親
の
願
書
を
見
る
と
、「
実
父
原
故
在
中
」
が
寛
政

度
造
営
で
御
用
を
勤
め
た
こ
と
を
記
す
が
、
こ
こ
に
書
か
れ
た
本
人
の
弘
化
度
、
つ
ま
り
孝

明
天
皇
即
位
の
御
用
に
は
触
れ
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
身
元
糺
の
結
果
を
下
げ
札
な
ど
の
形

で
追
記
し
た
帳
面
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
が
、
安
政
度
造
営
で
も
身
元
調
査
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

も
う
一
例
、
身
元
糺
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
採
用
過
程
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。
さ
き

に
『
造
内
裏
御
用
帳
』
安
政
二
年
二
月
七
日
条
に
よ
り
手
見
セ
絵
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る

「
調
筆
画
」
の
枚
数
に
つ
い
て
「
是
迄
御
用
不
勤
輩
」
の
分
が
百
一
枚
で
、
そ
れ
と
は
別
に

篠
原
友
太
郎
の
一
枚
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
が
、
こ
の
篠
原
友
太
郎
は
絵
師

で
は
な
く
、
禁
裏
勘
使
所
勘
使
で
あ
っ
た
（20）
。『
造
内
裏
御
用
帳
』
安
政
元
年
十
二
月
十
日
条

に
は
、

　
　

一
、 

上
京
勘
使 

篠
原
友
太
郎

　
　
　
　

 

右
年
来
画
道
執
心
之
旨
、
依
之
御
造
営
御
用
被　

仰
付
被
下
置
候
様
、
附
武
士
両
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人
申
立
致
候
旨
、
武
伝
卿
被
示
候
事
、
但
シ
願
書
不
指
出
旨
、
同
被
示
候
事
、

と
あ
る
。
彼
は
願
書
を
出
さ
ず
に
採
用
を
願
い
出
た
。『
御
造
営
御
用
掛
日
記
』
に
よ
れ
ば
、

翌
二
年
正
月
十
六
日
に
手
見
セ
絵
提
出
を
命
じ
ら
れ
、
十
九
日
に
は
「
桜
之
折
枝
之
図
」
を

提
出
し
た
。
同
日
、

　
　

一
、 
篠
原
友
太
郎
画
風
并
師
家
之
義
、
表
ゟ
御
尋
ニ
付
同
人
申
達
、
左
之
通
書
付
差

出
、
表
江
申
入
、

 

狩
野
探
信
門
人 

篠
原
友
太
郎

と
あ
り
、
師
家
を
尋
ね
ら
れ
て
、「
狩
野
探
信
」、
つ
ま
り
幕
府
御
絵
師
、
鍛
冶
橋
狩
野
家
の

守
道
（
一
七
八
五
〜
一
八
三
五
）
の
門
人
と
の
書
付
を
提
出
し
た
。
再
び
『
造
内
裏
御
用
帳
』

に
戻
る
と
、
安
政
二
年
六
月
一
日
・
二
日
条
に
、

　
　
﹇
一
日
﹈

　
　

一
、
絵
師
名
前
土
佐
土
佐
守
以
下
九
十
七
人
連
名
一
紙
之
末
ニ
右
名
前
之
者
共

　
　
　
　

 

禁
裏
御
所
御
造
営
ニ
付
御
絵
御
用
被　

仰
付
候
而
も
差
支
之
儀
無
之
哉
之
旨
、
武

伝
卿
附
武
士
江
被
申
聞
、
淡
路
守
へ
差
出
候
旨
、
一
覧
候
処
右
者
差
支
も
無
之
候

間
、
御
画
御
用
被　

仰
付
候
、
其
段
淡
路
守
返
答
之
趣
、
大
隅
守
申
之
旨
、
武
伝

被
達
候
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
使
買
物
使
兼

 
 

篠
原
友
太
郎

　
　
　
　

右
者

　
　
　
　

 

禁
裏
御
所
御
造
営
ニ
付
御
絵
御
用
被　

仰
付
候
而
も
差
支
無
之
候
、
伝
奏
名
被

達
、
大
隅
守
ゟ
淡
路
守
へ
達
候
処
、
追
而
可
有
沙
汰
返
答
之
由
、
武
伝
被
達
候

事
、

　
　
﹇
二
日
﹈

　
　

一
、 

 

篠
原
友
太
郎

　
　
　
　

 

右
御
絵
御
用
兼
而
願
之
趣
ニ
而
画
工
一
同
江
身
元
調
之
儀
武
辺
江
達
有
之
、
昨
日
以

上
無
指
支
旨
返
答
、
其
内
友
太
郎
儀
ハ
追
而
可
有
沙
汰
旨
、
淡
路
守
申
答
之
趣
、

武
伝
被
相
達
候
得
共
、
右
人
不　

仰
付
方
都
合
在
子
細
有
之
間
、
彼
沙
汰
ハ
不
見

合
不
被
仰
付
心
得
ニ
而
可
取
計
、
武
伝
前
藤
亜
相
内
々
被
示
候
事
、

と
あ
る
。
土
佐
以
下
採
用
の
絵
師
九
十
七
名
の
名
前
書
の
最
後
に
篠
原
友
太
郎
の
名
が
あ

り
、
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
も
差
支
え
が
な
い
か
、
武
家
伝
奏
か
ら
所
司
代
脇
坂
安
宅
や

禁
裏
附
の
大
久
保
大
隅
守
に
確
認
し
、
差
支
え
は
な
い
と
の
返
答
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
は
、
彼
は
障
壁
画
御
用
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
御
用
と
ほ
ぼ
同
時
進
行
で
行
わ
れ
た
新
調
御
道
具
御
用
で
採
用
さ
れ
、「
牡
丹

鶴
・
紅
葉
ニ
鵲
」
の
画
題
で
金
中
彩
色
六
枚
折
屏
風
一
双
を
描
く
こ
と
に
な
る
（21）
。

　

と
も
あ
れ
、
安
政
度
に
新
規
採
用
さ
れ
た
絵
師
に
は
、
こ
の
時
点
で
御
用
履
歴
が
付
加
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
で
は
つ
ぎ
に
、
安
政
二
年
新
調
御
道
具
御
用
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ

と
に
す
る
。

二
、
安
政
二
年
新
調
御
道
具
御
用

　

前
節
で
見
た
よ
う
に
安
政
度
造
営
で
禁
裏
御
所
ほ
か
が
建
て
ら
れ
た
が
、
障
壁
画
以
外
に

も
同
時
進
行
で
道
具
も
作
ら
れ
た
。
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
「
原
家
文
書
」
の
う
ち
「
御

屏
風
・
御
衝
立
・
御
小
襖
御
絵
様
控
」（22）
は
表
紙
に
、

　
　

安
政
二
卯
年
新
殿
御
道
具
被
仰
付
候
節

　
　
幷
其
後
追
加
と
も

　
　

万
延
元
申
年

　
　

和
宮
様
関
東
御
縁
組
御
用
御
道
具
之
節

　
　

御
屏
風
・

　
　

御
衝
立
・　
　
　

御
絵
様
控

　
　

御
小
襖

　
　

不
免
他
見
秘
書
也　
　
　

立
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本　
　

原
家
蔵

と
あ
り
、
裏
表
紙
見
返
し
に
、

　
　

文
久
紀
元
辛
酉
年
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十
月
下
旬
写
之
、

　
　
　
　
　
　

御
勘
使
所
下
役

　
　
　
　
　
　
　

従
沢
田
氏
借
用
、

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
資
料
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
「
新
殿
」、
つ
ま
り
安
政
度
造

営
禁
裏
御
所
の
た
め
の
御
道
具
、
屏
風
・
衝
立
・
小
襖
を
は
じ
め
、
そ
の
後
の
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
皇
女
和
宮
の
徳
川
家
茂
へ
の
降
嫁
の
際
の
御
用
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
禁

裏
勘
使
所
の
下
役
沢
田
氏
か
ら
借
用
し
て
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
月
下
旬
に
写
し
た

も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。
実
際
に
は
、
そ
の
前
後
の
御
用
も
記
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
時

系
列
に
沿
っ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
が
、
借
り
て
写
し
た
勘
使
所
の
原
本
の
体
裁
を
反
映
す
る

も
の
か
、
或
は
錯
簡
な
ど
が
あ
る
の
か
不
明
だ
が
、
そ
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
安
政
二
年
の
新

調
御
道
具
御
用
に
つ
い
て
は
一
続
き
と
見
て
間
違
い
な
い
。
こ
れ
を
も
と
に
こ
の
御
用
に
つ

い
て
概
観
し
て
お
く
。
冒
頭
部
分
を
引
用
す
る
。

　
　

御
内
之
向
○
印

　
　
　
　

表
御
屏
風

　
　

　ヽ

一
、
五
尺
銭
形
御
屏
風　

壱
双　
　
　
　
　
　
　

御
褒
美
拾
弐
枚
別
段
五
枚

　
　
　
　

御
絵　

山
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
沢
探
真

　
　

片

　
　

金
中
仕
立
六
尺

　
　

　ヽ

一
、
六
枚
折
御
屏
風　
　

壱
双　
　
　

商
山
四
皓　
　
　

谷
口
華
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
老　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
枚

　
　

同

　
　

ト　

一
、
同　
　
　
　
　
　
　

壱
双　
　
　

花
山
鳥　
　
　
　

横
山
華
渓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桃
林
牛　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

同

　
　

　ヽ

一
、
同　
　
　
　
　
　
　

壱
双　
　
　

曲
水　
　
　
　
　

吉
田
元
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

同

　
　

　ヽ

一
、
同　
　
　
　
　
　
　

壱
双　
　
　

九
老　
　
　
　
　

海
北
将
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
樵　
　

同

屏
風
の
仕
様
と
員
数
、
画
題
、
絵
師
の
名
前
が
箇
条
書
き
に
さ
れ
、
画
料
と
思
わ
れ
る
枚
数

が
記
さ
れ
る
。
ほ
か
に
も
何
種
か
の
符
号
が
付
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
未
詳
で
あ
る
。「
御
内
之
向
○
印
」
と
あ
る
の
は
、
先
述
の
御
内
の
輩
を
指
す
も
の
ら
し

く
、
重
民
部
・
中
川
主
計
・
林
蘭
雅
の
名
前
の
右
に
「
○
」
が
付
さ
れ
る
ほ
か
、
内
藤
隼
人

祐
、
井
上
隼
人
に
印
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
先
述
の
篠
原
友
太
郎
に
も
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
友

太
郎
に
は
「
東
卛
斎
善
立
」
と
の
註
記
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
別
号
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
内
藤
隼
人
祐
は
『
地
下
家
伝
』
に
よ
る
と
御
壺
召
次
の
内
藤
叙
久
で
あ
る
（23）
。
印
の

な
い
地
下
官
人
も
お
り
、
院
雑
色
座
田
重
就
、
座
田
重
慶
、
狩
野
文
信
（
越
前
目
）、
近
衛
府

の
三
上
左
（
右
か
）
近
将
曹
、
内
蔵
寮
官
人
の
多
村
久
純
か
と
思
わ
れ
る
秀
文
、
大
舎
人
寮

近
藤
義
一
か
と
思
わ
れ
る
近
藤
外
記
（
梁
渓
）
な
ど
が
挙
が
る
。

　

以
下
、
通
覧
す
る
と
表
御
屏
風
二
十
三
双
・
衝
立
五
基
に
続
き
、「
奥
御
屏
風
」
と
し
て

二
十
六
双
・
一
隻
が
列
挙
さ
れ
る
。
そ
の
あ
と
に
、

　
　

申
口
大
袋
台
子　

砂
子
中
彩
色

　
　
　
　

一
、
小
襖　
　
　
　
　
　

四
枚　
　
　

唐
子
遊　
　
　
　
　
　

三
上
左
近
将
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

が
あ
り
、
さ
ら
に
屏
風
や
馬
形
障
子
の
修
復
、
文
箱
の
蒔
絵
下
絵
が
記
さ
れ
る
。

　

右
の
大
袋
台
子
だ
が
、『
孝
明
天
皇
―
光
芒
残
照　

明
治
の
御
代
へ
』（24）
に
、
霊
鑑
寺
所
蔵

の
大
型
の
台
子
が
載
り
、
小
襖
の
画
題
は
唐
子
遊
で
あ
る
。
同
書
解
説
に
よ
れ
ば
「
孝
明
天

皇
遺
愛
品
と
し
て
尼
門
跡
、
霊
鑑
寺
に
伝
来
。﹇
中
略
﹈
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
四
月
四
日
、

孝
明
天
皇
御
遺
物
の
机
・
料
紙
箱
等
も
拝
領
し
た
」
と
い
い
、
年
代
、
画
題
か
ら
言
っ
て
、

安
政
二
年
新
調
御
道
具
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
跡
残
奥
御
屏
風
」
と
し
て
一
双
、「
同
表
御
屏
風
」
と
し
て
十
六
双
・
二
隻
、

「
奥
御
道
具
追
加
」
の
衝
立
二
基
が
挙
が
る
。
参
加
絵
師
は
七
十
名
。
う
ち
二
十
三
名
は
安

政
度
障
壁
画
制
作
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

障
壁
画
制
作
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
顔
ぶ
れ
を
見
て
お
く
と
、
蒲
生
竹
山
、
駒
井
孝
礼
、

勝
山
琢
乗
、
泉
春
園
、
吉
田
元
鎮
、
馬
渕
旭
山
、
松
村
月
樵
、
高
松
圭
璘
、
山
口
素
岳
、
岸

誠
、
蒲
生
鳩
峰
、
竹
村
大
鳳
、
合
田
掃
部
、
小
林
義
成
、
横
田
公
齢
、
横
山
華
逸
、
三
宅
先

龍
、
徳
力
久
一
、
そ
れ
に
先
述
の
篠
原
友
太
郎
、
三
上
左
近
将
曹
で
あ
る
。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
写
真
帳　

松
尾
文
書
」
三
に
は
「
新
調
御
衝
立
御
屏
風
画
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師
願
書
請
書
類
」
が
四
通
含
ま
れ
て
い
る
。
非
蔵
人
松
尾
家
が
造
営
な
ど
の
御
用
に
関
わ
っ

て
い
た
た
め
に
、
残
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
差
出
人
は
畑
南
嶺
・
原
在
照
・
中
嶋
華
陽
で
、

中
嶋
華
陽
は
二
通
あ
る
。「
畑
南
嶺
御
道
具
御
用
願
書
」
を
見
る
と
、
安
政
度
障
壁
画
御
用

に
も
出
願
し
た
畑
南
嶺
が
新
調
御
道
具
の
御
用
を
勤
め
た
い
、
と
願
い
出
た
願
書
で
あ
る
。

文
言
は
障
壁
画
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
宛
所
が
異
な
る
。

　
　

一
、
今
般

　
　
　
　

御
所
・　

准
后
御
殿
等

　
　
　
　

 

御
造
営
被
為　

在
候
御
沙
汰
奉
承
知
、
依
之
新
調
御
道
具
等
御
絵
御
用
被
為　

仰

付
被
下
候
様
、
乍
恐
奉
願
度
候
、
何
卒
格
別
之
以　

御
憐
愍
之
御
沙
汰
、
願
之
通

被
為　

仰
付
被
下
置
候
者
、
誠
以
冥
加
至
極
深
難
有
奉
畏
候
、
此
段
宜
御
沙
汰
偏

奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　

嘉
永
七
年
寅
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
南
嶺
﹇
印
﹈

　
　
　
　

正
親
町
三
條
中
納
言
様
御
内

　
　
　
　
　
　

御
雑
掌
中

　
　
　
　

坊
城
左
大
弁
宰
相
様
尾
内

　
　
　
　
　
　

御
雑
掌
中

　
　
　
　

橋
本
中
将
様
尾
内

　
　
　
　
　
　

御
雑
掌
中

新
調
御
道
具
御
用
で
も
こ
の
よ
う
な
願
書
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
（25）
。『
御
屏

風
・
御
衝
立
・
御
小
襖
御
絵
様
控
』
を
見
る
と
、
彼
は
「
白
張
墨
絵
」「
六
尺
」
の
二
曲
屏

風
一
双
を
描
き
、
画
題
は
「
松
ニ
桜
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
新
調
御
衝
立
御
屏
風
画
師
願

書
請
書
類
」
の
う
ち
「
原
在
照
有
職
四
季
耕
作
図
衝
立
請
書
」
に
は
、

　
　
　
　

御
衝
立
両
面

　
　
　
　
　

御
絵　

有
職
四
季
耕
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
箔
砂
子
中
彩
色

　
　

右
御
本
紙
正
ニ
御
請

　
　

奉
申
上
候
、
御
絵
出
来
之
儀
者

　
　

十
一
月
廿
二
日
迄
無
相
違

　
　

可
奉
調
進
御
請
奉
申
上
候
、

　
　

以
上
、

　
　
　
　
　

十
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
近
江
介

と
あ
る
。
実
は
、
こ
れ
は
安
政
二
年
新
調
御
道
具
で
は
な
く
、
准
后
御
殿
の
た
め
の
衝
立
と

考
え
ら
れ
る
。『
御
屏
風
・
御
衝
立
・
御
小
襖
御
絵
様
控
』
に
「
准
后
御
殿
炎
上
後
」
と
の

見
出
し
で
、

　
　

准
后
御
殿
炎
上
後

　
　
﹇
略
﹈

　
　

惣
高
サ
三
尺
余
、
巾
同
断
、
壱
基
、
但
御
繕
之
間
、
凡
高
サ
二
尺
、
巾
二
尺
九
寸

　
　
　
　

一
、
金
御
衝
立　

両
開
キ　
　
　
　
　

壱
基

　
　
　
　
　
　
　

御
絵　

片
面　

有
職
四
季
耕
作
春
夏
秋
冬　
　
　
　
　

原
近
江
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
壱

　
　
　
　
　
　
　

同　
　

片
面　

糸
桜
む
ら
鳩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
越
前
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

蘭
水
鳫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
壱

と
あ
る
。
年
月
の
記
載
は
な
い
が
、「
炎
上
後
」
が
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
焼
失
後
で
あ

れ
ば
、
准
后
御
殿
再
建
時
の
御
道
具
だ
ろ
う
。
十
一
月
二
十
二
日
ま
で
の
調
進
を
約
し
て
い

る
。
こ
の
時
代
の
准
后
に
は
孝
明
天
皇
生
母
の
新
待
賢
門
院
（
正
親
町
雅
子
、
嘉
永
三
年
准
三

后
、
安
政
三
年
薨
去
）
と
、
同
女
御
で
の
ち
の
英
照
皇
太
后
（
九
条
夙
子
、
嘉
永
六
年
准
三
后
）
が

あ
る
が
後
者
か
。
嗣
永
芳
照
「
京
都
御
所
作
事
年
表　

天
正
度
―
安
政
度
」
の
嘉
永
七
年
条

に
女
御
御
殿
全
焼
の
記
事
が
あ
り
、
翌
安
政
二
年
条
に
は
准
后
御
殿
の
記
事
と
し
て
十
月

十
七
日
に
「
新
造
飛
香
舎
安
鎮
法
を
修
す
」、
十
一
月
二
十
三
日
に
「
新
造
飛
香
舎
に
入
御

せ
ら
る
」
と
あ
る
（26）
。

三
、
万
延
か
ら
慶
応
年
間
の
宮
廷
御
用

　

こ
こ
ま
で
、
嘉
永
七
年
大
火
後
の
御
用
を
見
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
御
用
に
つ
い
て
俯
瞰

し
て
お
き
た
い
。
そ
の
主
な
も
の
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
一
月
和
宮
宮
降
嫁
御
道
具

御
用
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
家
茂
上
洛
に
伴
う
御
屏
風
御
用
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
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八
月
明
治
天
皇
即
位
御
道
具
御
用
、
同
三
年
十
月
准
后
御
殿
御
屏
風
御
用
で
あ
る
。

　
『
御
屏
風
・
御
衝
立
・
御
小
襖
御
絵
様
控
』
と
と
も
に
「
原
家
文
書
」
に
含
ま
れ
る
『
禁

裏
御
所
御
絵
御
用
扣
』
を
も
と
に
右
の
御
用
の
ほ
か
、
そ
の
間
の
規
模
の
小
さ
な
御
用
な
ど

を
ま
と
め
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
な
お
、
松
尾
芳
樹
「
近
世
土
佐
派
記
録
（
六
）」（27）
が
紹

介
す
る
「
新
調
御
道
具
御
用
絵
様
姓
名
控
」
と
「
准
后
御
殿
新
調
屏
風
治
定
帳
」
と
同
じ
御

用
が
『
禁
裏
御
所
御
絵
御
用
扣
』
に
も
出
て
く
る
が
、
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
詳
述
は
避
け

る
が
、「
新
調
御
道
具
御
用
絵
様
姓
名
控
」
と
の
違
い
は
、
書
棚
袋
棚
や
文
台
の
水
入
が
記

載
さ
れ
な
い
こ
と
と
、
十
月
十
日
追
加
下
命
の
三
件
が
漏
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
准
后
御

殿
新
調
屏
風
治
定
帳
」
と
の
違
い
は
「
貼
紙
」
つ
ま
り
付
け
札
に
書
か
れ
た
担
当
者
な
ど
の

変
更
が
記
さ
れ
な
い
こ
と
で
、「
治
定
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
准
后
御
殿
新
調
屏
風
治
定
帳
」

が
最
終
形
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
、
江
口
恒
明
「
慶
応
二
年
東
宮
御
殿
造
営
に
み

る
障
壁
画
の
制
作
と
そ
の
転
用
」（28）
に
よ
り
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
宮
御
殿
障
壁
画
（
の
ち
に

一
部
が
大
宮
御
所
に
転
用
）
の
参
加
絵
師
も
表
に
入
れ
た
。

　

ま
ず
、
和
宮
降
嫁
御
道
具
御
用
で
は
、
掛
幅
三
幅
対
・
二
幅
対
各
二
対
、
屏
風
二
十
一

双
、
衝
立
五
基
な
ど
が
作
ら
れ
た
が
、
二
十
一
名
の
絵
師
が
参
加
し
て
い
る
。
う
ち
、
安
政

度
障
壁
画
制
作
に
も
新
調
御
道
具
御
用
に
も
参
加
し
て
い
な
い
者
は
森
義
章
・
星
野
蝉
水
・

橋
本
龍
川
の
三
名
で
あ
る
。

　

家
茂
上
洛
に
伴
う
御
絵
御
用
で
は
五
十
六
双
も
の
屏
風
が
作
ら
れ
、
参
加
絵
師
は
四
十
四

名
。
う
ち
既
述
の
御
用
に
参
加
し
て
い
な
い
絵
師
は
、
吉
坂
鷹
峰
、
岡
村
雪
蓬
、
長
谷
川
玉

峰
、
畑
在
周
、
稲
田
豊
章
、
八
木
雲
渓
、
原
在
泉
、
野
村
訥
斎
、
内
藤
転
陽
、
川
勝
秀
好
、

渡
辺
丹
崕
の
十
一
名
だ
が
、
丹
崕
が
安
藤
丹
崕
だ
と
す
れ
ば
安
政
の
障
壁
画
と
御
道
具
の
履

歴
が
あ
る
。

　

明
治
天
皇
即
位
御
道
具
御
用
で
の
初
登
場
は
、
岡
嶋
清
曠
、
土
佐
光
章
、
梅
戸
在
延
、
内

海
元
紀
、
山
本
桃
谷
、
田
中
有
美
、
岸
九
岳
、
鈴
木
百
僊
（
松
年
）、
松
田
祐
之
、
森
応
章
、

吉
田
猨
山
（
順
祥
＝
俊
山
か
）、
前
川
五
嶺
、
小
島
彫
斎
、
徳
美
在
寿
（
常
陸
大
掾
）、
長
野
祐

親
・
祐
忠
（
図
書
寮
）、
沢
渡
広
孝
（
素
軒
）、
速
水
基
益
（
下
北
面
）、
嶋
田
房
直
（
出
羽
介
）、

羽
田
月
洲
、
幸
野
楳
嶺
、
梅
戸
在
勤
、
狩
野
季
信
、
渕
田
蘭
薫
、
森
直
愛
、
石
田
有
年
、
中

村
中
岳
、
吉
田
元
𦨞
、
山
口
東
山
、
岡
本
元
彦
、
吉
田
百
山
、
中
井
文
弼
、
林
蘭
台
、
森
春

岳
、
大
橋
海
石
、
金
田
有
山
、
箕
田
玉
簫
、
田
中
巌
村
、
長
嶋
鴨
渕
の
三
十
九
名
と
い
う
多

人
数
に
の
ぼ
る
。
な
お
、
松
尾
に
よ
れ
ば
、
前
川
文
嶺
、
高
山
雪
堂
が
参
加
し
て
い
る
と
い

い
、
四
十
一
名
と
な
る
。

　

最
後
に
准
后
御
殿
御
屏
風
御
用
で
の
初
登
場
は
、
長
野
梁
渓
、
狩
野
内
記
（
永
朝
）、
青
木

行
従
（
召
使
青
木
、
中
務
少
録
）、
伏
屋
頼
母
の
四
名
で
あ
る
。
梁
渓
を
松
尾
は
祐
親
と
同
一
と

す
る
が
、『
地
下
家
伝
』（29）
に
記
載
の
生
年
と
相
違
す
る
た
め
別
人
か
。
ま
た
、
松
尾
の
紹
介

す
る
「
准
后
御
殿
新
調
屏
風
治
定
帳
」
で
は
嶋
田
雅
喬
の
担
当
箇
所
に
「
村
井
中
務
」
の
貼

紙
が
あ
り
、
こ
れ
も
初
登
場
で
あ
る
。

　
『
禁
裏
御
所
御
絵
御
用
扣
』
に
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
明
治
天
皇
女
御
（
寿
栄
君
、
の

ち
の
一
条
美
子
、
昭
憲
皇
太
后
）
入
内
の
御
用
の
記
事
が
あ
る
が
、「
原
家
之
分
」
と
註
記
さ
れ
、

原
在
照
・
在
泉
が
載
る
が
、
残
念
な
が
ら
ほ
か
の
顔
ぶ
れ
は
こ
こ
か
ら
は
知
り
え
な
い
（30）
。

　

こ
こ
ま
で
表
1
を
も
と
に
大
雑
把
に
、
万
延
か
ら
幕
末
最
後
の
慶
応
年
間
ま
で
の
宮
廷
御

用
を
俯
瞰
し
て
、
そ
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
き
た
が
、
彼
ら
は
そ
の
後
、
徳
川
政
権
の
瓦
解
と
宮

廷
社
会
の
変
革
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。
次
節
以
降
で
は
、
新
時
代
に
対
応
し
て
近

代
ま
で
画
業
を
続
け
た
者
、
対
応
し
き
れ
ず
画
業
を
廃
し
て
し
ま
っ
た
者
に
つ
い
て
見
て
お

こ
う
。

四
、
勝
山
家
の
宮
廷
出
仕
と
明
治
四
年
の
「
又
々
御
一
新
之
趣
」

　

勝
山
家
は
琢
舟
に
は
じ
ま
る
、
幕
末
の
宮
廷
絵
師
の
家
と
し
て
は
古
い
部
類
に
入
る
名
門

で
あ
る
。
安
政
度
禁
裏
御
所
造
営
の
障
壁
画
制
作
で
は
琢
文
、
琢
如
ほ
か
が
参
加
し
、『
御

造
営
画
工
願
書
留
』
に
は
勝
山
家
か
ら
七
通
が
確
認
出
来
、
琢
如
は
自
身
の
願
書
、
息
子
雅

楽
の
仰
せ
付
け
を
願
う
願
書
、
先
祖
や
、
祖
父
（
実
際
は
伯
父
）
琢
眼
門
下
の
弟
子
た
ち
の
履

歴
を
ま
と
め
た
由
緒
書
き
な
ど
、
同
資
料
中
最
多
の
三
通
を
提
出
し
た
。
う
ち
、
琢
如
「
乍

恐
奉
内
願
候
口
上
書
」
で
、
寛
政
度
の
御
用
を
勤
め
た
者
の
子
孫
は
多
い
だ
ろ
う
が
、
宝
永

度
造
営
以
前
か
ら
の
先
例
が
あ
る
の
は
当
時
、
土
佐
・
鶴
沢
・
狩
野
と
勝
山
家
だ
け
だ
と
主

張
し
、
近
来
、
新
家
が
段
々
に
重
用
さ
れ
て
い
る
の
に
、
連
綿
と
相
続
し
て
き
た
自
分
が
軽

く
扱
わ
れ
て
は
嘆
か
わ
し
い
、
と
言
う
が
、
宝
永
度
へ
の
参
加
は
い
ま
の
と
こ
ろ
確
認
で
き

な
い
（31）
。

　

さ
て
、
そ
の
強
烈
で
排
他
的
な
正
統
意
識
を
持
っ
た
琢
如
や
、
彼
の
従
兄
琢
文
の
子
隼
人

だ
が
、
彼
ら
は
御
一
新
に
当
た
り
、
絵
師
と
し
て
で
は
な
く
、
宮
廷
の
役
人
と
し
て
生
き
よ

う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。「
山
口
八
九
子
家
文
書
」
に
は
、
勝
山
家
に
関
係
す
る
資
料
が
含

ま
れ
て
い
る
。
琢
如
の
娘
鹿
尾
が
山
口
家
に
嫁
し
て
い
た
た
め
、
同
家
と
勝
山
家
と
は
姻
戚

関
係
に
あ
る
。「
勝
山
隼
人
出
仕
願
書
」（
Ａ
）・「
勝
山
琢
如
出
仕
願
書
」（
Ｂ
）
か
ら
見
て
い
く
。

そ
れ
ぞ
れ
宮
廷
に
提
出
さ
れ
た
も
の
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
も
同
じ
で
あ
る
。
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Ａ
　
　
　
　
　

乍
恐
奉
願
上
候
口
上
覚

 
 

私
方

　
　

 

先
代
勝
山
琢
舟
・
琢
眼
・
実
父
琢
文
等
代
々
按
察
使
法
眼
・
法
橋
ニ
被
為
任
、
難
有
拝

勤
仕
来
候
儀
、
然
而
者
累
代
拝
任
之
廉
を
以
、
何
卒
、 

 

私
儀

　
　

 
上
御
所
様
江
被
為
召
出
、
相
応
之
勤
向
被
為　

仰
付
被
下
置
候
様
奉
懇
願
候
、
乍
恐
方

今
之
御
時
節
柄
ニ
付
精
勤
勉
励
仕
度
奉
存
候
間
、
出
格
之
御
憐
慇
ヲ
以
、
右
願
之
通
被

為　

仰
付
被
下
置
候
者
、
広
大
之
御
仁
恵
と
難
有
可
奉
存
候
、
此
段
宜
御
取
扱
被
成
下

候
様
、
幾
重
ニ
も
奉
拝
願
候
、
以
上
、

　
　
　
　

慶
応
四
辰
年
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
橋
琢
文
実
子

 

勝
山
隼
人　

印

Ｂ

 
 

私
義

　
　

数
代
連
綿
相
続
仕
、
殊
ニ
祖
父
琢
眼
以
来
、
不
堪
御
用
被

　
　

 

仰
付
難
有
奉
存
候
、
然
処
当
節
御
一
新
之
折
柄
相
応
之
御
奉
公
仕
度
、
何
卒
格
別
御
憐

慇
ヲ
以
御
召
出
相
成
候
様
、
偏
奉
願
上
候
、
此
段
御
取
成
奉
願
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

月
日 

勝
山
図
書

Ｂ
は
年
月
不
詳
だ
が
、
隼
人
の
も
の
よ
り
早
い
か
、
大
差
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い

う
の
も
、「
勝
山
雅
楽
出
仕
嘆
願
口
上
書
」（
Ｃ
）（
Ｄ
）
に
よ
り
、
琢
如
は
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
八
月
以
前
に
没
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。
忌
服
期
間
を
考
え

る
な
ら
、
こ
の
年
の
前
半
に
は
没
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
Ｃ
と
Ｄ
と
の
違
い
は
宮
廷

で
の
御
用
を
勤
め
た
の
が
「
祖
々
父
按
察
使
法
眼
」
か
ら
と
す
る
か
、「
祖
々
父
法
眼
琢
眼
」

と
す
る
か
で
あ
る
。
琢
如
は
父
琢
道
が
伯
父
琢
眼
の
養
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
琢
眼
を
祖
父

と
公
称
し
て
い
た
事
実
か
ら
考
え
れ
ば
、
前
者
の
「
按
察
使
法
眼
」
も
琢
眼
の
つ
も
り
か
も

し
れ
な
い
。

Ｃ
　
　
　
　
　

奉
歎
願
候
口
上
覚

 
 

私
父
故
図
書
義

　
　

 

数
代
連
綿
相
続
仕
不
絶
御
用
被
仰
付
、
殊
ニ
祖
々
父
按
察
使
法
眼
相
勤
罷
有
候
処
、
今

般
御
一
新
之
折
柄
相
応
御
用
被
仰
付
御
召
出
相
成
候
様
奉
懇
願
候
処
、
宿
意
不
果
死
去

仕
、
何
共
残
念
奉
存
候
、
然
而
ハ
父
故
図
書
意
存
相
続
仕
、
御
奉
公
仕
度
、
何
卒
格
別

之
御
憐
慇
ヲ
以
相
応
之
御
用
被
仰
付
被
召
出
候
様
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、
此
段
宜
御
沙
汰

奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　

慶
応
四
辰
年
八
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
山
故
図
書
忰

 

勝
山
雅
楽

　
　

弁
事

　
　
　

御
役
所

Ｄ
　
　
　
　
　

奉
嘆
願
候
口
上
書

 
 

私
父
故
図
書
義

　
　

 

数
代
連
綿
相
続
仕
、
殊
ニ
祖
々
父
法
眼
琢
眼
以
来
不
堪絶

御
用
被　

仰
付
、
難
有
相
勤
罷

有
候
処
、
今
般
御
一
新
之
折
柄
相
応
之
御
用
被
仰
付
御
召
出
ニ
相
成
候
様
奉
懇
願
候

処
、
宿
意
不
果
死
去
仕
、
何
共
残
念
奉
存
候
、
然
而
ハ
父
故
図
書
意
存
相
続
仕
、
御
奉

公
仕
度
、
何
卒
格
別
之
御
憐
慇
ヲ
以
相
応
之
御
用
被
仰
付
被
召
出
候
様
、
偏
ニ
奉
願
上

候
、
此
段
宜
御
沙
汰
奉
願
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
山
故
図
書
忰

 

勝
山
雅
楽

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
琢
如
は
御
一
新
の
折
か
ら
出
仕
し
た
い
と
願
っ
て
い
た
が
宿
意
を
果
た

さ
ず
死
去
し
た
、
何
と
も
残
念
で
あ
り
、
父
の
存
意
を
相
続
し
、
御
奉
公
し
た
い
の
で
お
願

い
し
ま
す
、
と
い
う
。
雅
楽
も
幕
末
の
宮
廷
御
用
を
数
度
勤
め
た
絵
師
だ
っ
た
が
、
無
念
の

う
ち
に
没
し
た
父
の
遺
志
を
継
承
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
、
雅

楽
は
御
使
番
に
新
規
に
召
し
出
さ
れ
た
。「
勝
山
雅
楽
新
規
御
使
番
召
出
御
礼
名
札
」（
Ｅ
）

に
は
、

Ｅ
　
　

今
般
、
新
規
被　

召
出

　
　

御
使
番
被　

仰
付
冥 

勝
山
雅
楽
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加
至
極
難
有
仕
合
奉

　
　

存
候
、
□
﹇
虫
指
﹈御

礼
参
上
、

と
あ
る
。
で
は
、
雅
楽
は
そ
の
ま
ま
新
政
府
の
役
人
と
し
て
生
き
抜
く
こ
と
が
出
来
た
の

か
。
以
下
三
通
は
、
こ
れ
も
年
が
不
明
だ
が
、
同
じ
く
「
山
口
八
九
子
家
文
書
」
に
含
ま
れ

る
勝
山
仲
継
か
ら
山
口
茂
あ
て
の
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
仲
継
は
雅
楽
も
し
く
は
隼
人
と
考
え

ら
れ
る
（32）
。
い
ず
れ
も
東
京
の
仲
継
か
ら
「
西
京
」
つ
ま
り
京
都
に
い
た
山
口
茂
宛
て
。
便

宜
的
に
日
付
順
に
①
か
ら
③
と
番
号
を
ふ
り
、
本
文
の
み
引
く
。

①
　
　

 

一
筆
啓
上
仕
候
、
暖
和
之
節
ニ
御
座
候
処
、
何
茂
様
愈
御
安
養
可
被
成
御
座
珍
重
御
義

奉
存
候
、
次
ニ
私
義
道
中
無
滞
日
積
り
之
通
り
去
ル
十
二
日
着
仕
候
間
、
乍
憚
御
安
意

思
召
可
被
成
候
、
扨
又
出
足
之
節
ニ
ハ
御
伯
母
様
御
出
被
下
、
為
御
餞
別
結
構
之
御
品

被
下
難
有
奉
存
候
、
何
分
留
守
中
之
儀
宜
敷
奉
願
上
候
、
色
々
申
上
度
義
も
御
座
候
得

共
、
今
日
者
手
紙
数
本
認
候
ニ
付
、
尚
又
後
便
ニ
万
々
可
申
上
候
、
先
者
為
御
礼
如
此
ニ

御
座
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　

三
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
山
仲
継

　
　
　

山
口
茂
様

　
　

 

尚
以
時
候
折
角
御
厭
可
被
成
候
様
専
一
ニ
奉
祈
上
候
、
乍
末
筆
何
茂
様
へ
宜
敷
御
伝
聞

奉
願
上
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
々
、

②
　
　

 

一
筆
啓
上
仕
候
、
厳
暑
之
節
ニ
御
座
候
処
何
茂
様
愈
御
安
養
珍
重
御
儀
奉
存
候
、
次
ニ

私
義
無
異
儀
相
勤
罷
在
候
間
乍
憚
御
安
意
思
召
可
被
成
下
候
、
扨
平
日
者
誠
ニ
御
不
沙

汰
仕
面
目
次
第
も
無
御
座
候
、
幾
重
ニ
御
仁
免
可
被
下
候
、

　
　

一
、 

此
度
又
々
諸
局
御
変
革
ニ
相
成
、
皆
々
入
替
ニ
而
私
義
も
事
変
候
ハ
ヽ
帰
国
之
程

も
難
計
趣
ニ
御
座
候
間
、
此
段
鳥
渡
申
上
置
候
、

　
　

一
、 

又
々
此
頃
珍
敷
病
気
外
国
ゟ
持
参
り
候
趣
ニ
而
東
京
者
大
用
心
ニ
而
御
座
候
、
乍
併

未
当
地
ニ
而
煩
候
者
等
承
不
申
候
、
御
地
之
風
聞
ハ
如
何
御
座
候
哉
奉
伺
度
候
、

　
　

一
、 

先
日
引
越
之
儀
御
相
談
申
上
候
書
状
届
き
申
候
哉
、
若
御
相
談
相
済
候
ハ
ヽ
御
返

事
奉
願
上
候
、
何
分
留
守
中
之
所
も
宜
敷
奉
願
上
候
、
先
者
暑
中
御
見
舞
申
上
度

候
、
艸
々
、

　
　
　
　

如
此
ニ
御
座
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　

六
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
継

　
　
　

茂
様

　
　

 

尚
以
時
候
折
角
御
厭
可
被
成
候
様
専
一
ニ
奉
存
候
、
乍
末
筆
何
茂
様
へ
宜
敷
御
鶴
聞
奉

願
上
候
、
艸
々
申
上
候
、

③
　
　

 

一
筆
啓
上
仕
候
、
残
暑
弛
御
座
候
処
何
茂
様
愈
御
安
養
可
被
成
御
座
珍
重
御
儀
奉
存

候
、
次
ニ
私
儀
去
ル
廿
四
日
仕
人
被
免
候
間
、
此
段
為
御
知
申
上
候
、
乍
併
別
段
不
調

法
致
候
覚
も
無
御
座
、
只
仕
人
差
免
候
事
も
計
ニ
而
何
も
無
御
座
候
間
、
左
様
思
召
可

被
下
候
、
私
共
ニ
六
人
被
免
候
、
二
三
日
之
内
ニ
又
八
九
人
程
被
免
候
趣
ニ
御
座
候
、

宮
内
省
卿
さ
ん
大
輔
様
も
昨
日
被
免
申
候
、
政
府
之
参
議
も
皆
被
免
申
候
、
諸
官
省

追
々
被
免
候
趣
ニ
御
座
候
、
又
々
御
一
新
之
趣
ニ
御
座
候
、
何
分
当
時
之
天
下
者
当
テ

ニ
者
相
成
不
申
候
、
右
ニ
付
私
義
も
七
月
中
半
ニ
者
帰
京
仕
候
心
組
ニ
御
座
候
間
、
尚
又

宜
敷
奉
願
上
候
、
先
者
御
見
舞
為
御
知
旁
、
如
此
ニ
御
座
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　

六
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
継

　
　
　

茂
様

　
　

 

尚
以
時
候
折
角
御
厭
可
被
成
候
様
専
一
ニ
奉
祈
上
候
、
乍
末
筆
何
茂
様
へ
宜
敷
御
伝
聞

奉
願
上
候
、
早
々
申
上
候

ま
ず
、
①
で
は
道
中
滞
り
な
く
予
定
通
り
三
月
十
二
日
に
到
着
し
た
と
あ
り
、
あ
と
は
餞
別

へ
の
礼
や
留
守
を
頼
む
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
続
く
二
通
か
ら
、
道
中
と
は
京
都
か
ら
東

京
へ
の
移
動
と
推
測
出
来
る
。
日
付
か
ら
見
て
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
三
月
、
明
治
天

皇
の
二
度
目
の
東
幸
に
合
わ
せ
て
の
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
②
・
③
も
年
不
明
だ

が
、
内
容
か
ら
見
て
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
だ
ろ
う
。
六
月
二
十
日
付
の
②
の
時
点
で

「
又
々
諸
局
御
変
革
」
で
「
事
変
」
の
と
き
に
は
「
帰
国
」
つ
ま
り
京
都
へ
帰
郷
の
ほ
ど
も

計
り
が
た
い
、
と
報
ら
せ
、
何
か
を
予
感
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
続
く
同
月

二
十
六
日
付
の
③
で
は
去
る
二
十
四
日
に
「
仕
人
」
を
免
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
報
ら
せ
て
い

る
。「
仕
人
」
が
ど
の
よ
う
な
役
か
は
不
明
だ
が
、
新
政
府
に
出
仕
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
て
、「
御
使
番
」
に
新
規
に
召
し
出
さ
れ
た
雅
楽
の
維
新
後
の
呼
称
か
だ
ろ
う
。
自
分
に
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は
不
調
法
を
し
た
覚
え
も
な
い
が
、
仲
継
と
一
緒
に
六
人
が
辞
め
さ
せ
ら
れ
、
二
、
三
日
中

に
ま
た
八
、
九
人
ほ
ど
も
免
ぜ
ら
れ
た
。
二
十
五
日
に
は
宮
内
卿
と
何
省
か
の
大
輔
が
罷

免
、
参
議
も
皆
罷
免
、
諸
官
省
で
も
追
々
、
免
官
の
者
が
出
る
見
通
し
、
と
言
う
。
さ
な
が

ら
政
変
だ
が
、
そ
の
様
を
仲
継
は
「
又
々
御
一
新
之
趣
」
で
天
下
は
当
て
に
な
ら
な
い
と
評

す
る
。「
明
治
初
期
主
要
官
職
補
任
一
覧
」（33）
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
六
月

二
十
五
日
、
宮
内
卿
万
里
小
路
博
房
・
宮
内
大
輔
烏
丸
光
徳
が
解
任
さ
れ
た
。
博
房
は
同

二
十
七
日
に
な
っ
て
宮
内
大
輔
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
降
格
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
六
月

二
十
五
日
、
参
議
は
副
島
種
臣
を
除
き
全
員
免
官
と
な
り
、
木
戸
孝
允
は
同
日
中
に
再
任
、

新
た
に
西
郷
隆
盛
が
任
じ
ら
れ
、
七
月
十
四
日
に
は
大
隈
重
信
・
板
垣
退
助
が
参
議
に
加

わ
っ
た
。
ほ
か
に
も
こ
の
前
後
で
兵
部
省
（
翌
年
廃
さ
れ
て
陸
軍
省
・
海
軍
省
に
な
る
）、
大
蔵

省
、
刑
部
省
（
同
年
廃
さ
れ
て
司
法
省
と
な
る
）
で
も
卿
・
大
輔
が
免
官
に
な
っ
て
い
た
。
当

時
、
政
府
は
廃
藩
置
県
と
併
行
し
て
人
事
の
刷
新
を
図
っ
て
い
た
。
そ
の
刷
新
と
は
旧
公

卿
・
官
人
ら
が
中
枢
か
ら
追
い
や
ら
れ
て
い
く
と
い
う
の
が
大
き
な
流
れ
で
あ
っ
た
（34）
。
勝

山
仲
継
の
失
職
も
こ
の
流
れ
の
末
端
、
最
下
層
の
小
さ
な
悲
劇
か
も
し
れ
な
い
が
、
必
然
で

も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
七
月
半
ば
に
は
帰
郷
の
つ
も
り
と
書
き
送
っ
た
仲
継
だ
が
、
残

念
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
後
半
生
を
過
ご
し
た
か
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。

五
、
宮
廷
絵
師
の
そ
の
後
―
ま
と
め
に
か
え
て

　

紙
数
も
尽
き
た
の
で
、
簡
単
に
宮
廷
絵
師
た
ち
の
そ
の
後
を
紹
介
し
て
、
ま
と
め
に
か
え

た
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼
ら
が
皆
、
画
業
を
廃
し
て
し
ま
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

　

一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
十
一
月
二
十
九
日
、
京
都
府
は
文
部
省
に
画
学
校
創
設
の
届

を
提
出
、
翌
八
〇
年
七
月
一
日
の
開
校
に
先
立
ち
、
六
月
十
九
日
に
は
田
能
村
直
入
を
画
学

校
用
掛
に
任
じ
、
同
日
、
ほ
か
に
も
絵
描
き
ら
四
十
三
名
が
画
学
校
出
仕
に
任
じ
ら
れ
た
。

そ
の
顔
ぶ
れ
の
な
か
に
、
幕
末
の
宮
廷
御
用
を
勤
め
た
者
た
ち
が
見
え
る
。
森
寛
斎
・
林
耕

雲
・
鈴
木
百
年
・
岸
竹
堂
・
国
井
応
文
・
望
月
玉
泉
・
中
島
有
章
・
前
川
文
嶺
・
竹
川
友

広
・
羽
田
月
洲
・
八
木
雲
渓
・
幸
野
楳
嶺
・
土
佐
光
武
・
鈴
木
松
年
・
原
在
泉
・
谷
口
靄
山

の
十
六
名
で
、
徳
美
友
泉
が
酒
造
司
史
生
の
徳
美
在
寿
だ
と
す
れ
ば
十
七
名
と
な
る
。
続
い

て
九
月
二
十
二
日
、
出
仕
を
命
じ
ら
れ
た
山
本
桃
谷
・
狩
野
季
信
・
岸
九
岳
の
三
人
も
幕
末

の
宮
廷
御
用
を
勤
め
た
者
で
あ
り
、
以
後
、
八
一
年
九
月
三
日
に
嶋
田
雅
喬
、
八
二
年
四
月

十
三
日
に
田
中
有
美
・
箕
田
玉
簫
、
同
年
八
月
二
十
八
日
に
国
分
文
友
・
森
春
岳
が
任
じ
ら

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
宮
廷
絵
師
が
退
任
な
ど
で
減
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
増
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
八
三
年
三
月
二
十
日
、
出
仕
を
命
じ
ら
れ
た
の
が
幸
野
楳
嶺
門
下
の
菊
池
芳

文
・
竹
内
栖
鳳
で
あ
っ
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）・
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
幕
末
の
宮
廷
御
用
を
勤
め
得
な

い
次
世
代
の
画
家
た
ち
、
近
代
京
都
画
壇
の
第
一
世
代
で
あ
っ
た
（35）
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
明
治
以
降
の
公
的
な
「
宮
廷
御
用
」
を
見
て
お
く
と
、
一
八
八
八
年
（
明

治
二
一
）
竣
工
の
宮
殿
、
い
わ
ゆ
る
明
治
宮
殿
の
杉
戸
や
内
装
で
の
登
用
が
あ
る
。
こ
の
造

営
に
向
け
て
候
補
と
な
る
画
工
の
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
森
寛
斎
・
熊
谷
直
彦
・

鈴
木
百
年
・
岸
竹
堂
・
国
井
応
文
・
鶴
沢
探
真
・
望
月
玉
泉
・
稲
田
豊
章
・
田
中
有
美
・
幸

野
楳
嶺
・
岸
九
岳
・
原
在
泉
・
谷
口
靄
山
が
挙
げ
ら
れ
、
応
文
・
玉
泉
・
靄
山
を
除
き
採
用

さ
れ
た
（36）
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
宮
廷
御
用
の
幕
末
を
振
り
返
る
と
、
寛
政
度
禁
裏
御
所
造
営
に
続
く

大
規
模
な
御
所
の
造
営
で
あ
る
安
政
度
に
お
い
て
も
、
身
元
の
調
査
と
実
技
の
審
査
が
行
わ

れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
採
用
さ
れ
た
絵
師
の
人
数
は
寛
政
度
よ
り
も
増
加
し
て

九
十
六
名
と
な
っ
た
。
そ
の
遠
因
は
寛
政
度
で
新
規
参
入
し
た
絵
師
た
ち
に
御
用
履
歴
が
付

加
さ
れ
た
こ
と
だ
が
（3）
、
安
政
度
に
は
さ
ら
に
多
く
の
絵
師
に
御
用
履
歴
が
付
与
さ
れ
、
以

後
の
御
用
へ
の
採
用
に
有
利
に
働
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
の
幕
末
の
御
用
を
巨
視
的
に

俯
瞰
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
現
わ
れ
る
顔
ぶ
れ
は
安
政
度
の
禁
裏
御
所
造
営
と
そ
れ
と
併
行

す
る
新
調
御
道
具
御
用
に
採
用
さ
れ
た
絵
師
と
そ
の
子
孫
や
弟
子
た
ち
で
、
回
を
追
う
ご
と

に
範
囲
が
拡
大
す
る
。
こ
う
し
た
中
規
模
な
御
用
に
お
け
る
身
元
調
査
や
実
技
審
査
が
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
地
下
官
人
と
思
し
き
絵

師
が
増
加
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
ら
は
言
う
な
れ
ば
、
そ
の
審
査
が
原
則
、
三
催
に
委
ね

ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
身
元
確
認
済
み
の
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
本
業
が
画
業
で

あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
御
一
新
の
変
革
期
に
画
業
を
本
業
と
す
る
者
ほ
ど
に

絵
に
執
着
し
た
か
は
疑
問
か
も
し
れ
な
い
。

　

五
十
嵐
公
一
『
京
狩
野
三
代
生
き
残
り
の
物
語　

山
楽
・
山
雪
・
永
納
と
九
条
幸
家
』（38）

は
、
そ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
お
い
て
京
狩
野
家
と
は
何
か
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
歴
代
を
列
挙

し
た
あ
と
、「
彼
ら
は
作
画
を
家
業
と
し
、
京
都
画
壇
で
確
た
る
地
位
も
占
め
て
い
た
。
名

門
と
い
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
永
祥
が
当
主
だ
っ
た
時
期
に
明
治
維
新
を
迎
え
、
世
の
中

の
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
変
化
に
伴
い
、
京
狩
野
家
は
画
業
か
ら
離

れ
て
い
っ
た
。
京
狩
野
家
の
作
画
は
、
江
戸
時
代
の
社
会
構
造
の
中
で
成
立
す
る
も
の
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
る
。
本
稿
で
見
て
き
た
宮
廷
絵
師
の
多
く
に
と
っ
て
も
同
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様
に
、
画
業
は
「
江
戸
時
代
の
社
会
構
造
の
中
で
成
立
す
る
も
の
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
明

治
に
入
っ
て
画
業
を
離
れ
た
者
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
新
時
代
に
上
手
く

対
応
し
命
脈
を
保
っ
た
者
も
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
も
、
多
く
の
場
合
一
代
限
り
の
こ
と
で

あ
り
、
家
と
し
て
の
存
続
で
は
な
か
っ
た
。
近
代
は
す
で
に
家
と
職
が
固
く
結
ば
れ
た
時
代

で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
家
の
職
業
と
し
て
の
絵
描
き
と
い
う
も
の
は
「
江

戸
時
代
の
社
会
構
造
の
中
で
成
立
す
る
も
の
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

註（1）　

 

林
屋
辰
三
郎
編
著
『
幕
末
文
化
の
研
究
』
一
九
七
八
年
、
岩
波
書
店
、
三
頁
・
十
頁
。
ち

な
み
に
同
書
巻
末
所
収
の
「
幕
末
文
化
年
表
」
も
、『
化
政
文
化
の
研
究
』
所
収
「
化
政
文

化
年
表
」
の
あ
と
を
承
け
て
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
か
ら
始
ま
る
。

（2）　

 

子
母
澤
寬
『
幕
末
奇
談
』（
文
春
文
庫
）
一
九
八
九
年
、
文
芸
春
秋
社
。

（3）　

 

半
藤
一
利
『
幕
末
史
』
二
〇
〇
八
年
、
新
潮
社
。

（4）　

 

水
林
彪
『
日
本
通
史
Ⅱ
近
世　

封
建
制
の
再
編
と
日
本
的
社
会
の
確
立
』
一
九
八
七
年
、

山
川
出
版
社
。

（5）　

 

宮
地
正
人
『
日
本
通
史
Ⅲ
近
現
代　

国
際
政
治
下
の
近
代
日
本
』
一
九
八
七
年
、
山
川
出

版
社
。

（6）　

 

宮
地
正
人
・
佐
藤
信
・
五
味
文
彦
・
高
埜
利
彦
編
『
新
体
系
日
本
史
1
国
家
史
』
二
〇
〇
六

年
、
山
川
出
版
社
、
ⅹ
ⅰ
頁
。

（7）　

 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
修
理
職
御
用
』（
五
一
五
―
三
）。

（8）　

 

脇
坂
淳
『
京
狩
野
の
研
究
』（
二
〇
一
〇
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）、
森
岩
恒
明
『
江
戸

幕
府
御
用
絵
師
住
吉
家
の
研
究
』（
二
〇
〇
二
年
一
月
、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研

究
科
に
提
出
の
修
士
論
文
）。

（9）　

 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
御
造
営
画
工
願
書
留
』（
五
一
五
―
三
）。

（10）　

 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
御
造
営
御
用
掛
日
記
』（
明
―
三
六
七
）。

（11）　

 

武
田
庸
二
郎
「
寛
政
度
禁
裏
御
所
造
営
に
お
け
る
絵
師
の
選
定
に
つ
い
て
」、
同
「
解
題

『
禁
中
御
用
絵
師
任
用
願
』（『
身
元
糺
』）
に
つ
い
て
」（
武
田
庸
二
郎
・
江
口
恒
明
・
鎌
田

純
子
編
『
近
世
御
用
絵
師
の
史
的
研
究
―
幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
絵
師
の
身
分
と
序
列

―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
七
八
〜
一
二
九
頁
、
二
二
三
〜
二
二
四
頁
）

（12）　

 

こ
こ
に
含
ま
れ
る
長
沢
芦
舟
だ
が
、
先
々
代
芦
洲
と
混
同
さ
れ
、
芦
洲
が
安
政
度
に
御
用

を
勤
め
た
と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
大
前
美
寿
々
『
長
澤
蘆
雪
の
伝
記
資
料
に
つ
い

て
』（
二
〇
一
三
年
十
二
月
、
広
島
女
学
院
大
学
に
提
出
の
卒
業
論
文
）
が
述
べ
る
よ
う

に
、
安
政
度
の
御
用
は
芦
洲
没
後
で
あ
り
、
御
用
を
勤
め
た
の
は
芦
雪
か
ら
数
え
て
四
代

目
の
芦
舟
で
あ
る
。
ま
た
、
大
前
の
指
摘
す
る
通
り
、
芦
雪
の
没
後
、
弟
子
が
養
子
と

な
っ
て
長
沢
の
家
名
を
継
ぎ
、「
芦
」
を
通
字
と
し
て
幕
末
ま
で
四
代
続
き
、
宮
廷
御
用
を

勤
め
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
逸
話
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
芦
雪
の
評
価
は
宮
廷
と
は
無
縁
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（13）　

 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
造
内
裏
御
用
帳
』（
五
一
五
―
三
）。

（14）　

 

前
掲
註
（11）
武
田
庸
二
郎
「
寛
政
度
禁
裏
御
所
造
営
に
お
け
る
絵
師
の
選
定
に
つ
い
て
」、
同

「
解
題
『
禁
中
御
用
絵
師
任
用
願
』（『
身
元
糺
』）
に
つ
い
て
」。

（15）　

 『
叢
書
京
都
の
史
料
7
京
都
武
鑑　

上
』
二
〇
〇
三
年
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
、
二
五
頁
。

（16）　

 

前
掲
註
（15）
『
叢
書
京
都
の
史
料
7
京
都
武
鑑　

上
』
二
七
頁
。

（17）　

 『
叢
書
京
都
の
史
料
8
京
都
武
鑑　

下
』
二
〇
〇
四
年
、
京
都
市
歴
史
資
料
館
、
三
五
頁
、

お
よ
び
前
掲
註
（15）
『
叢
書
京
都
の
史
料
7
京
都
武
鑑　

上
』
二
九
頁
。

（18）　

 

前
掲
註
（15）
『
叢
書
京
都
の
史
料
7
京
都
武
鑑　

上
』
三
一
頁
。

（19）　

 『
皇
室
の
至
宝
8
御
物　

障
屏
・
調
度
Ⅲ
』
一
九
九
二
年
、
毎
日
新
聞
社
、
図
三
三
〜

三
六
、二
一
四
頁
に
解
説
。
な
お
、
宮
島
新
一
に
よ
る
解
説
で
は
「
こ
の
絵
師
は
円
山
、
四

条
派
に
学
ん
だ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
」
と
あ
る
が
、
京
狩
野
の
弟
子
だ
っ
た
こ
と
や
、
生

ま
れ
や
住
所
、
実
名
が
判
明
す
る
。

（20）　

 

前
掲
注
（15）
『
叢
書
京
都
の
史
料
７　

京
都
武
鑑　

上
』
を
見
る
と
、
安
政
二
年
版
（
乙
）・

（
丙
）・
安
政
三
年
版
（
七
一
・
七
三
・
七
五
頁
）
に
「
禁
裏
御
賄
頭
」
の
鈴
木
権
十
郎
に
続

け
て
「
同
勘
使
買
物
使
兼
」
と
し
て
篠
原
友
太
郎
・
中
村
雅
太
郎
が
載
る
。
安
政
二
年
版

（
甲
）（
六
九
頁
）
ま
で
は
篠
原
友
太
郎
の
名
は
見
え
ず
、
安
政
五
年
版
（
甲
）（
七
七
頁
）

以
降
は
中
村
雅
太
郎
が
御
賄
頭
と
な
っ
て
、「
同
勘
使
買
物
使
兼
」
二
名
も
別
に
者
に
替

わ
っ
て
い
る
。

（21）　
 

一
旦
、
所
司
代
・
禁
裏
附
で
差
支
え
な
し
と
判
断
さ
れ
、
武
家
伝
奏
を
は
じ
め
宮
廷
側
で

も
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
追
っ
て
沙
汰
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
六

月
二
日
な
っ
て
覆
っ
た
理
由
、「
子
細
」
こ
そ
、
前
掲
注
（8）
森
岩
恒
明
『
江
戸
幕
府
御
用
絵

師
住
吉
家
の
研
究
』
の
紹
介
す
る
同
年
五
月
の
「
幕
府
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
」
か
。
篠
原
友

太
郎
は
新
調
御
道
具
御
用
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
例
か
ら
、
障
壁
画
筆
者
の
選
抜

基
準
と
道
具
類
の
そ
れ
と
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

（22）　

 

京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
「
原
家
文
書
」（
館
古
七
三
）
八
。
な
お
、
奥
書
と
齟
齬
す
る
の
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で
、
こ
の
部
分
は
原
家
で
写
さ
れ
て
の
ち
、
追
記
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

（23）　

 

正
宗
敦
夫
編
『
地
下
家
伝
』、
一
九
六
八
年
、
自
治
日
報
社
、
九
〇
一
頁
。

（24）　

 『
孝
明
天
皇
―
光
芒
残
照　

明
治
の
御
代
へ
』
二
〇
〇
四
年
、
霞
会
館
。『
京
の
雅
・
旧
御

所
展
』（
一
九
八
六
年
、
朝
日
新
聞
社
）
に
も
掲
載
さ
れ
る
。

（25）　
 

京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
「
平
田
家
文
書
」（
館
古
三
九
二
）
の
う
ち
二
七
六
『
嘉
永
七
年

内
裏
御
造
営
ニ
付
御
絵
御
用
願
書
』
は
絵
師
十
一
人
か
ら
の
願
書
十
一
通
と
木
村
了
琢
の

例
書
一
通
を
巻
子
装
に
し
た
も
の
だ
が
、「
出
納
」
つ
ま
り
同
資
料
が
も
と
も
と
伝
来
し
た

出
納
平
田
家
に
宛
て
た
了
琢
を
除
き
、
願
書
は
す
べ
て
三
条
大
納
言
（
実
万
）・
坊
城
前
大

納
言
（
俊
明
）
の
家
士
宛
て
で
、
御
道
具
御
用
へ
の
出
願
の
願
書
で
あ
る
。

（26）　

 『
書
陵
部
紀
要
』
二
四
号
、
一
九
七
二
年
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
六
五
〜
九
〇
頁
。

（27）　

 『
芸
術
資
料
館
年
報
』
第
八
号
、
一
九
九
八
年
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
。

（28）　

 『
荻
泉
翁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
藝
に
游
ぶ
』
二
〇
〇
九
年
、
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
、
八
八

〜
九
七
頁
。

（29）　

 

前
掲
註
（23）
『
地
下
家
伝
』、
一
九
六
八
年
、
自
治
日
報
社
、
三
八
八
頁
。

（30）　

 

京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
「
下
橋
家
資
料
」（
館
古
四
五
八
）
四
七
九
は
表
紙
に
「
寿
栄
君

御
方
女
御
々
入
内
仮
日
記
」
と
あ
る
と
お
り
、
こ
の
と
き
の
記
録
で
絵
師
の
御
用
も
散
見

さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
期
し
た
い
。

（31）　

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
近
世
後
期
「
春
日
絵
所
」
考
―
天
保
五
年
、
原
在
照
へ
の
「
絵

所
」
職
株
譲
渡
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
美
術
史
研
究
』
三
九
冊
、
二
〇
〇
一
年
、
早
稲
田
大

学
美
術
史
学
会
）・「
勝
山
家
と
春
日
絵
所
」（『
月
刊
奈
良
』
四
七
六
号
、
二
〇
〇
七
年
、

現
代
奈
良
協
会
）
で
紹
介
し
た
の
で
、
詳
述
は
避
け
る
。

（32）　

 

京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
「
下
橋
家
資
料
」（
館
古
四
五
八
）
の
う
ち
三
〇
一
七
『
旧
使
番

名
簿
』
は
使
番
だ
っ
た
者
か
そ
の
遺
族
二
百
名
余
の
名
を
載
せ
る
が
、
そ
こ
に
勝
山
仲

寛
・
勝
山
仲
継
の
名
が
あ
る
。
雅
楽
の
諱
は
ほ
か
で
仲
茂
と
あ
り
、
隼
人
の
諱
は
未
詳
で

あ
る
。
ま
た
、
琢
文
の
子
に
は
内
蔵
が
お
り
、
そ
の
諱
は
仲
衡
で
、
隼
人
と
内
蔵
が
同
一

人
か
兄
弟
か
は
不
明
。
し
か
し
、
引
用
の
Ａ
か
ら
Ｅ
と
、『
旧
使
番
名
簿
』
を
勘
案
す
る
な

ら
、
勝
山
家
か
ら
願
い
出
た
者
も
採
用
さ
れ
た
も
の
も
二
人
で
あ
り
、
隼
人
と
雅
楽
が
採

用
さ
れ
た
の
ち
、
改
名
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
引
用
の
②
に
「
伯
母
様
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
仲
継
は
雅
楽
か
。

（33）　

 『
日
本
近
代
史
辞
典
』
一
九
五
八
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
六
七
七
〜
八
頁
（
付
録
4
）。

（34）　

 

小
林
丈
広
『
明
治
維
新
と
京
都　

公
家
社
会
の
解
体
』
一
九
九
八
年
、
臨
川
書
店
。

（35）　

 『
百
年
史　

京
都
市
立
芸
術
大
学
』
一
九
八
一
年
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
、
二
五
〜
二
六

頁
。

（36）　

 

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
宮
中
図
案
』「（
チ
四
―
二
三
三
）」。

（37）　

 

ち
な
み
に
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
「
下
橋
家
資
料
」（
館
古
四
五
八
）
の
う
ち

三
〇
〇
〇
『
明
治
四
年
新
貫
属
士
族
姓
名
』
は
各
門
跡
な
ど
の
元
家
士
の
石
高
、
住
所
、

姓
名
、
年
齢
な
ど
を
記
す
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
応
挙
に
は
じ
ま
る
円
山
家
第
四
代
の
円

山
応
立
は
「
元
円
満
院
」
の
項
に
挙
げ
ら
れ
、
石
高
は
一
石
八
斗
、
当
時
、「
姉
小
路
室
町

東
江
入
」
在
住
で
五
十
五
歳
と
あ
り
、
朱
書
き
で
書
き
込
ま
れ
た
註
記
に
「
大
津
県
貫
属

之
処
依
願
当
府
為
貫
属
」
と
い
う
。
円
満
院
と
円
山
家
は
、
応
挙
が
門
主
祐
常
の
知
遇
を

得
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
幕
末
ま
で
そ
の
関
係
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も

に
、
少
禄
と
は
い
え
禄
を
給
さ
れ
る
家
士
と
し
て
遇
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ

て
い
た
以
上
に
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
円
山
家
ほ
ど
の
履
歴
を

持
つ
家
も
、
貴
顕
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち
な
が
ら
、
宮
廷
絵
師
と
し
て
の
地
位
安
定
を
は

か
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（38）　

 

五
十
嵐
公
一
『
京
狩
野
三
代
生
き
残
り
の
物
語　

山
楽
・
山
雪
・
永
納
と
九
条
幸
家
』

二
〇
一
二
年
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〜
三
頁
。

付
記

　

本
稿
の
内
容
は
二
〇
一
四
年
五
月
十
六
日
、
早
稲
田
大
学
で
行
わ
れ
た
第
六
十
七
回
美
術

史
学
会
全
国
大
会
で
の
同
題
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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京都造形芸術大学紀要［GENESIS］第18号

生没年 平安人物志 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬
平
安
人
物
志
　
文
化
十
（

一
八
一
三
）

平
安
人
物
志
　
文
政
五
（

一
八
二
二
）

平
安
人
物
志
　
文
政
十
三
（

一
八
三
〇
）

平
安
人
物
志
　
天
保
九
（

一
八
三
八
）

平
安
人
物
志
　
嘉
永
五
（

一
八
五
二
）

安
政
度
禁
裏
御
所
障
壁
画
出
願
手
見
セ
絵
下
命
日
　
【

※
掛
】

安
政
度
禁
裏
御
所
障
壁
画
出
願
手
見
セ
絵
提
出
日
　
【

※
掛
】

安
政
度
禁
裏
御
所
障
壁
画
　
嘉
永
七
・
安
政
二
年
（

一
八
五
四
・
五
五
）

安
政
度
新
調
御
道
具
　
安
政
二
年
（

一
八
五
五
）

関
白
鷹
司
政
通
へ
の
屏
風
　
安
政
三
年
（

一
八
五
六
）

八
月

関
東
へ
の
御
品
　
安
政
五
年
（

一
八
五
八
）

二
月

和
宮
降
嫁
御
道
具
　
万
延
元
年
（

一
八
六
〇
）

十
一
月

女
中
方
よ
り
和
宮
へ
献
上
　
文
久
元
年
（

一
八
六
一
）

九
月

家
茂
上
洛
　
文
久
三
年
（

一
八
六
三
）

東
宮
御
殿
障
壁
画
　
慶
応
二
年
（

一
八
六
六
）

【

※
江
口
】

平
安
人
物
志
　
慶
応
三
（

一
八
六
七
）

明
治
天
皇
即
位
御
道
具
 
慶
応
三
年
（

一
八
六
七
）

八
月

明
治
天
皇
即
位
御
道
具
後
仰
せ
付
け
分

明
治
天
皇
即
位
御
道
具
【

※
松
尾
】

准
后
御
殿
御
屏
風
　
慶
応
三
年
（

一
八
六
七
）

十
月

女
御
入
内
　
慶
応
三
年
（

一
八
六
七
）

十
月

京
都
府
画
学
校
【

※
大
学
】

明
治
宮
殿
画
工
調
査
　
一
八
八
五
年
（

明
治
一
八
）

【

※
明
治
】

明
治
宮
殿
揮
毫
　
一
八
八
八
年
（

明
治
二
一
）

竣
工
【

※
明
治
】

1 岸岱[越前守、岸昌岱] 1785～1865 ○ ○ ○ ○ ○ 54/6/20 ○ ○ ○ ○ ○
2 座田重就[宮内少丞、院雑色、※地下1095頁]1787～ 54/6/20 54/7/1 ○ ○
3 吉田猨山[順祥＝俊山か？] 1789～ 54/7/30 ○
4 蒲生竹山 1789～1867 ○ ○ 54/7/21 54/閏7/20 ○ ○
5 吉村孝文 1790～1863 ○ ○ ○ 54/7/21 54/閏7/15 ○ ○
6 狩野永岳[縫殿助] 1790～1867 54/6/20 ○ ○ ○ ○ ○
7 横山清暉 1792～1864 ○ ○ ○ 54/7/20 ○ ○
8 駒井孝礼 1793～1860 ○ 54/7/21 54/閏7/15 ○
9 勝山琢文 1793～1862 ○ ○ ○ ○ ○ 54/閏7/5 ○ ○

10 石田悠汀 1794～1859 ○ 54/6/20 54/7/1 ○
11 浮田一蕙 1795～1859 ○ ○ ○ 54/7/21 54/閏7/28 ○ ○
12 梅戸在親 1795～1883 ○ ○ ○ ○ ○ 54/6/29 ○ ○ ○ ○ ○
13 中島来章 1796～1871 ○ ○ ○ ○ ○ 54/7/10 ○ ○ ○
14 多村挙秀[内蔵寮官人、久成] 1798～ ○ ○ ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○ ○ ○
15 森一鳳 1798～1871 54/閏7/20 ○
16 狩野文信[越前目] 1800～ 54/7/20 ○ ○ ○ ○
17 勝山琢乗 54/閏7/5 ○
18 森義章 1802～1873 ○ 54/7/30 54/閏7/5 ○ ○ ○ ○ ○
19 岸連山[岸徳] 1804～1871 ○ ○ ○ 54/6/29 ○ ○
20 長澤芦鳳 1804～1871 ○ ○ ○ 54/7/11 ○ ○ ○ ○ △[※松尾＝改奇峯]△[※松尾＝貼紙有章]
21 八木奇峯 1804～1876 ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○ ○ ○ □
22 吉田公均 1804～1876 ○ ○ ○ 54/7/20 ○
23 谷口華明 不明 ○ ○ ○ 54/6/20 54/7/3 ○ ○ ○
24 中村春亭 不明 ○ ○ ○ 54/7/10 ○ ○ ○
25 福井徳元 54/6/20 54/閏7/15 ○ ○
26 村上西洲 54/6/20 54/9/11・54/9/19再 ○
27 呉玉文 54/6/20 安政2.1.23願下
28 泉春園 ○ ○ ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○ ○ △[※松尾＝改耕雲]
29 吉田元鎮 54/6/20 54/7/1 ○
30 山口正信[西園寺家侍、※地下1356頁、正隣男]1805～ 54/6/20 54/7/10 ○ ○
31 土佐光清[土佐守] 1805～1862 ○ ○（願書なし）○ ○ ○ ○
32 前川五嶺 1805～76 ○ ○
33 塩川文麟 1808～1877 ○ 54/7/1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
34 嶋田雅喬 1808～1881 ○ ○ ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○ ○ ○ ○ △[※松尾＝貼紙村井中務]81/9/3出仕
35 佐々木泉龍 1808～1884[※狩野派] 54/8/30・54/9/19再
36 嶋田徳直[近江守、※地下893頁] 1809～ 54/6/20 54/7/7 ○
37 吉坂鷹峰 1809～1880[※松尾] ○ ○ ○ ○ ○
38 山田竜渕 ～1851[誤りか] ○ ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○
39 鶴沢探龍 ～1855 ○ ○ 安政2.2.11死去 ○
40 大原呑舟 ～1857 ○ 54/7/23 ○ ○
41 沢渡精斎[広繁、内蔵寮史生] 1811～1885[※地下126頁に文化8年生]○ 54/6/20 54/6/29 ○ ○ ○
42 内藤叙久[隼人祐、御壺召次] 1812～ ○
43 内海元紀 1812～1887[※松尾] ○
44 原在照[近江介] 1813～1871 ○ ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 竹村大鳳 1813～1873[※松尾] 54/7/11 ○ ○ ○
46 中嶋華陽 1813～1877 ○ ○ ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○ ○ ○ ○
47 土佐光文[左近将監、※松尾＝備前守] 1813～1879 ○ ○ ○（願書なし）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
48 大角南耕[菜果] ○ ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○
49 武沢楊岸 不明 ○ ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○
50 村上松嶺 不明 ○ ○ 54/6/20 54/6/29 ○ ○
51 森寛斎 1814～1894 ○ 54/7/21 54/閏7/15 ○ ○ 80/6/19出仕 ○
52 熊谷直彦 1814～1913 54/6/20 54/7/1 ○ ○
53 海北友樵[将監] 1815～1868 ○ 54/6/20 54/7/5 ○ ○ ○ ○ ○ ○
54 勝山琢如[図書] 1815～1868 ○ 54/6/20 54/7/23 ○ ○ ○
55 岸龍山 1815～1890 ○ 54/9/20 ○
56 木村了琢 ○
57 三谷五峰[逸記] 1816～1860 ○ ○（願書なし）
58 重民部 ○（願書なし）○ ○ ○
59 横山華渓 1816～1864 ○ ○ 54/6/20 54/6/29・54/7/17再 ○ ○ ○
60 菱田来成[日東＝※百花] 1816～1873 ○ 54/7/30 54/閏7/5 ○ ○ ○
61 岸礼[岸大路左近将曹持礼] 1816～1883 54/6/20 54/7/1 ○
62 円山応立[主水] 1817～1875 ○ 54/7/21 54/閏7/15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
63 長野梁渓[祐親と同一？生没年相違] 1817～1882[※松尾] ○
64 吉村孝一 1818～1874[※松尾] 54/7/21 54/閏7/15 ○ ○ ○ ○ ○ ○
65 木村了舟[梁舟] ～1875 ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○ ○ ○
66 林耕雲 ～1880 ○ 54/7/30 54/閏7/5 ○ □ 80/6/19出仕
67 山本探斎 不明 ○ 54/7/10 ○ ○
68 柏友篤 不明 ○ 54/8/30・54/9/19再 ○ ○
69 笠川友泉 不明 ○ 54/8/30・54/9/19再 ○
70 勝山内蔵 54/閏7/5 ○
71 中川主計[②江雲] ○ ○（願書なし） ○
72 有山旭峯 不明 ○ 54/7/23 安政2.3.11願下 ○
73 山口素岳 ○ 54/7/21 54/閏7/15 ○
74 馬渕旭山 不明 ○ 54/6/20 54/7/10 ○ ○
75 佐々木耕栄[藍水] ○ 54/7/11 ○ ○ ○
76 松村月樵[義年] 不明 ○ 54/12/11 ○
77 高松圭璘 ○ 54/6/29 ○ ○ ○
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論文［宮廷御用の幕末］福田道宏
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78 岡本常彦 不明 ○ 54/7/1 ○
79 藤木公徴[菱洲] ○ 54/7/10 ○
80 岡村雪蓬 ○ ○ ○ ○ ○
81 箕田霞峰 ○ 54/7/17 ○
82 磯田成章[塵山] ○ 54/7/10
83 狩野義信[豊前目] 54/6/20 54/7/20
84 村上章洲 54/6/20
85 林蘭雅 1821～1869 ○ ○（願書なし）○ ○ ○ ○ ○
86 長谷川玉峰 1822～1879 ○ 54/7/30 54/閏7/15 ○ ○
87 岡田為恭[式部少丞] 1823～1864 ○ ○（願書なし）
88 岡嶋清曠 1823～1877 ○ □ ○
89 岡本亮彦 1823～1883 ○ 54/7/10 ○ ○ ○ ○ ○
90 国分文友 1823～1900 ○ 54/7/30 54/閏7/5 ○ ○ ○ 82/8/28出仕
91 鈴木百年 1825～1891 ○ 54/7/20 ○ ○ ○ ○ ○ 80/6/19出仕 ○ ○
92 長澤芦舟 54/7/11 ○ ○
93 畑在周 ○
94 畑南嶺[綱之、※地下：下北面] 1825～[※地下] 54/6/20 54/7/10 ○ ○
95 浮田松庵 1826～ 54/7/21 54/閏7/28 ○ ○
96 岸竹堂 1826～1897 54/6/29 ○ ○ ○ ○ ○ 80/6/19出仕 ○ ○
97 多村秀文[※地下3内蔵寮官人、久純か]1827～ 54/6/20 54/7/10 ○ ○ ○
98 三上右近将曹[常勝か、※地下783頁近衛府、②左近将曹]1828～ 54/6/29 ○
99 近藤外記[②梁渓、※地下3＝大舎人寮近藤義一か]1828～？[※地下] 54/6/20 54/7/11 ○ ○

100 大口義卿[※地下27中山家諸大夫常善（1813～、芝卿）が平安人物志に掲載、次代時善（1828）か]1828～？[※地下] ○
101 岸誠[岸昌誠、丹波介] 1828～1867 ○ 54/6/20 54/7/1 ○ ○ ○ ○ △[※松尾＝改清曠]
102 岸恭[岸五郎、雅楽助] 1829～1874 54/6/20 54/6/29 ○ ○ ○ ○ ○ □
103 三谷盛時[幾太郎] 1829～1882[※雲谷] ○ ○
104 蒲生鳩峰 54/7/21 ○ ○ ○ ○ ○
105 泉文寵[梅泉] 54/7/1 ○
106 青龍山 54/7/10 ○
107 大角有隣 8/27 ○
108 小島彫斎 ○ ○ ○
109 狩野内記[永朝] 1831～1900 ○ ○ ○
110 徳美在寿[常陸大掾、造酒司史生] 1832～ 54/12/10 ○ 80/6/19出仕？[友泉]
111 国井応文 1833～1887 54/7/21 54/閏7/15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 80/6/19出仕 ○
112 山本桃谷[※孝明＝信礼] 1834～1890[※松尾] ○ 80/9/22出仕
113 鶴沢探真 1834～1893 54/閏7/28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
114 星野蝉水[馬彦太夫と同一か] 1834～1902[※松尾] ○ ○ ○ ○
115 望月玉泉 1834～1913[※松尾] 54/7/11 ○ ○ ○ 80/6/19出仕 ○
116 長野祐親[※地下8図書寮、※幕末、※松尾＝梁渓]1835～ ○
117 沢渡広孝[素軒] 54/7/1 ○ ○
118 稲田豊章 1837～ ○ △[※松尾＝貼紙岸雅楽助]○ ○
119 中島有章 1837～1905 54/7/10 ○ ○ ○ ○ □ 80/6/19出仕
120 前川文嶺 1837～1917 ○ ○ 80/6/19出仕
121 速水基益[※地下18下北面] 1838～ ○
122 田中有美 1838～1933[※松尾] ○ 82/4/13出仕 ○ ○
123 嶋田房直[出羽介] 1839～ 54/6/20 54/7/10 ○
124 竹川友広 1839～ 54/7/10 ○ ○ 80/6/19出仕
125 座田重慶[安房介、※地下：重義] 1839～ 54/7/30 54/閏7/5 ○ ○ ○ ○
126 梅戸在延 1839～1923 ○ ○
127 重数馬 54/7/22 ○（願書なし） ○
128 青木行従[中務、※地下２召使青木、中務少録]1841～[※地下] ○
129 羽田月洲 1841～[※松尾] ○ 80/6/19出仕
130 八木雲渓 1842～1892 ○ ○ 80/6/19出仕
131 幸野楳嶺 1844～1895 ○ 80/6/19出仕 ○ ○
132 土佐光武[豊前介、土佐介] 1844～1916[※松尾1848～] 54/閏7/28 ○（願書なし）○ ○ ○ ○ ○ ○ 80/6/19出仕
133 梅戸在勤 1844～1919 ○
134 勝山雅楽 1845～ 54/7/20 ○
135 岸九岳[※竹堂＝連山の子] 1845～1921[一般に1852～、慶応3年で15歳は幼いか) ○ ○ 80/9/22出仕 ○ ○
136 土佐光章[※松尾＝左近将監] 1848～1875[※松尾] ○ ○ ○ ○
137 鈴木百僊[松年] 1848～1918 ○ ○ 80/6/19出仕
138 原在泉 1849～1916 ○ ○ ○ ○ 80/6/19出仕 ○ ○
139 磯野華堂 54/6/20 54/7/1 ○ ○
140 林葵山 54/6/20 54/7/1 ○ ○
141 長野祐忠[※幕末＝祐親子] ○
142 狩野季信 ○ 80/9/22出仕
143 田中正伯 54/6/29 ○ ○
144 本多米麓 54/7/1 ○ ○
145 安藤丹崕[※百花＝渡辺丹崕か] 54/7/21 54/閏7/15 ○ ○ ○[渡辺丹崕]
146 荘村柳渚 54/7/30 54/閏7/5 ○ ○
147 広瀬柏園 54/12/18 ○ ○
148 森峒林 55/1/21 55/1/22 ○ ○
149 竹内大膳 ○
150 武田貢 54/6/20 54/7/1 ○
151 富田光影 54/7/11 ○
152 原南荊 54/7/17 ○
153 田中泰嶺 54/7/20 ○
154 谷口靄山 54/7/30 54/閏7/5 ○ 80/6/19出仕 ○
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155 山田竜仙 54/閏7/20 ○
156 梅元鶴廷 54/12/10 ○
157 星野馬彦大夫 ○（願書なし）
158 合田掃部 54/6/20 54/7/10[松鳴] ○
159 小林義成 54/7/10 ○
160 横田公齢 54/7/10 ○
161 横山華逸 54/7/17 ○
162 井上隼人、孝平、一峯 ○
163 篠原友太郎、東卛斎善立[勘使買物使兼] 55/1/16 55/1/19 ○
164 三宅先龍 ○
165 徳力久一 ○
166 橋本龍川 54/6/20 54/7/10 ○[龍川のみ要確認]
167 高山蘭英 54/6/20 54/7/10
168 渕田蘭薫 54/6/20 54/7/10 ○
169 山本紋蔵 54/6/20
170 間藤主税 54/6/20
171 岡本文秀 54/7/1
172 和田長年 54/7/1
173 岡本大寿 54/7/1
174 矢守文□[鹿＋宛] 54/7/1
175 森石文彰 54/7/1
176 内藤篤敬 54/7/10
177 中堀平章 54/7/10
178 西尾元靖 54/7/1 54/7/23
179 白井煙村 54/閏7/20
180 高尾清章 54/7/23
181 藤林華水 54/7/17
182 小嶋義勝 54/7/20
183 松田宮内 54/7/20
184 辻本貫山 54/7/21 54/閏7/15
185 松田馬彦 54/7/30 54/閏7/15
186 村上蘭畹 54/7/30
187 中川連渓 54/閏7/15
188 岡本俊彦
189 森文礼 54/閏7/20
190 高嶋春松 54/8/30・54/9/19再
191 岡本織部 54/9/20
192 野村訥斎 ○
193 内藤転陽 ○
194 松田祐之 ○ ○
195 森応章 ○
196 森直愛[※松尾＝森真愛] ○ ○
197 石田有年 ○
198 川勝秀好 ○ ○
199 中村中岳 ○
200 吉田元𦨞𦨞 ○
201 山口東山 ○
202 岡本元彦 ○
203 吉田百山 ○
204 中井文弼 ○
205 林蘭台 ○
206 森春岳 ○ 82/8/17出仕
207 大橋海石 ○
208 金田有山 ○
209 箕田玉簫 ○ 82/4/13出仕
210 田中巌村 ○
211 長嶋鴨渕 ○
212 高山雪堂 ○
213 伏屋頼母 ○
214 村井中務 □

※松尾：松尾芳樹「近世土佐派記録（六）」『芸術資料館年報』第8号、1998年、京都市立芸術大学芸術資料館
※江口：江口恒明「慶応二年東宮御殿造営にみる障壁画の制作とその転用」『荻泉翁コレクション』2009年、世田谷区立郷土資料館
※地下：正宗敦夫編輯校訂『地下家伝』1968年、自治日報社
※幕末：『幕末公家集成』1993年、新人物往来社
※百花：『京の絵師は百花繚乱』1998年、京都文化博物館
※狩野派：『近世京都の狩野派』2004年、京都文化博物館
※竹堂：『岸竹堂とその芸術』年、京都府立総合資料館
※雲谷：『雲谷派の系譜』年、山口県立美術館
※孝明：『孝明天皇　光芒残照　明治の御代へ』2004年、霞会館
※大学：『百年史　京都市立芸術大学』1981年、京都市立芸術大学
※明治：『宮中図案』早稲田大学図書館蔵
※掛：『御造営御用掛日記』宮内庁書陵部蔵
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論文［宮廷御用の幕末］福田道宏

　　　The word “Bakumatsu（幕末）” means the closing 
days of Tokugawa shogunate. Though this era is considered 
that it ended with the collapse of Tokugawa shogunate, 
Taisei-hokan（大政奉還）and Osei-fukko-no-dai-gorei（王
政復古の大号令）, returning of the administration to the 
Imperial Court and the restoration decree of Imperial rule in 
1867, but there are various views about beginning of this 
era. This era started from the Commodore Perry’s arrival in 
1853 is generally accepted view, but SHIMOZAWA Kan（子
母澤 寬, 1892-1968）, famous writer in Showa（昭和）
period, said that he felt Bakumatsu had started from Bunkyu
（文久）period（1861-64）.
　　　This essay traces painters’ works for the Imperial 
Court between the seventh year of Kaei（嘉永）period and 
the third year of Keio（慶応）period, 1854 - 1867, from 
macroscopic point of view, and also traces how these 
painters survive Meiji（明治）period thereafter. The reason 
why this essay starts from 1854 is that the Imperial Palace 
and Royal residences were suffered by fire in this year, and 
reconstructed between 1854 and 1855. Fire occurred at 
April 6th, the name of the period changed from Kaei to Ansei
（安政）at November 27th in 1854. Therefore this Palace is 
the latest one which is called Ansei-do Kinri Gosho（安政
度禁裏御所）, and existent as the Kyoto Gosho（京都御所）.
　　　Painters were mobilized in this reconstruction. 
Numerous shohekiga（障壁画）paintings, such as fusuma-e
（襖絵）, or paintings on sliding panels, sugito-e（杉戸絵）
on sliding panels made of woods, with which decorate 
inside of Gosho, were mainly produced by painters living in 
Kyoto. They also painted on garniture such as byobu（屏風）, 
folding-screens, tsuitate（衝立）, single-panel screens, 
simultaneously.
　　　This essay reveals that one hundred forty eight 
painters applied to this work, and they were screened by 
positive vetting and practical, finally ninety six of them 
were selected to be ordered to paint the shohekiga paintings. 
The line-up of painters who produced paintings on garniture 
is not introduced before this essay.
　　　This essay also introduces following four painters’ 
works, for the marriage of Princess Chikako（親子）, known 

as Kazu no miya（和宮）and TOKUGAWA Iemochi（徳川
家茂）, the 14th Shogun in the 1st year of Man-en（万延）
period, 1860, for the Shogun Iemochi’s stay in Kyoto in the 
2nd year of Bunkyu period, 1862, for the succession to the 
throne of the Crown Prince Mutsuhito, known as the 
Emperor Meiji in the 3rd year of Keio period, 1867, for the 
residence of the Empress KUJO Asako（九条夙子）, the 
stepmother of the Emperor Meiji, in the same year.
　　　From the painters’ line-up we can find trend and 
some facts. First, Jige-kanjin（地下官人）, or the Imperial 
courtiers were included more than considered. Second, few 
painters mobilized to these works survived until Meiji 
period, most of them abandoned their life as painters. Third, 
less number of them continued to be painters, and some of 
them were employed at Kyoto-fu ga-gakko（京都府画学校）, 
Kyoto City University of Arts in 1880, and selected to the 
works for Meiji Kyuden（明治宮殿）, the Imperial Palace in 
Tokyo built in 1888.

Painters’ Works for the Imperial Court in Bakumatsu era, 1854-
1867

FUKUDA Michihiro
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